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金
物
業
に
ら
い
て

ニむ 
にJ

松

•

所
1

物

，の

中

に

含

隶

れ

て

’い
る
品
種
は
複
雜
多
岐「

に
亙
る
が
い
.鬼
%

角
製
造
業
•と
l

k.
-

の
，有
機
的
連
镅
.の
.全
體
七
し
て
の
を
㈣

*
 

が
、
町
の
產
業
の
ホ
要
部
分
を
構
成
‘し
'て
い
る
。
こ
の
こ
'と
、は
M

市
の
•產
業
構
邋
を
此
較
的
.に

單

純

化

し

て

い

る

。

诞

に

抓

.市

は

大

き

な 

■

市

か

ら

相

常

に

隔

た

つ

，て

お

'
 

農
村
的
環
境
に
圍
ま
れ
て
い
ノ
る
が
ら
、
此
較
的
に
封
餓
的
な
社
會
圈
冷
形
成
し
て
‘い
石
。
都
市
特
に 

大
雜
市
の
影
響
力
が
浸
透
す
’る
ど
、
地
域
，社
會
郞
ち
村
や
町
と
い
ぅ
よ
ぅ
な
狹
少
な
地
域
的
社
會
單
位
の
自
己
統
一
性
乃
至
ば
そ
の
封
鎖 

蚀
が
破
壞
名
れ
る
。
放
市
は
こ
知
よ
ぅ
众
火
都
市
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
が
餘
り
多
く
な
い
。
r

れ
b

ニ
つ
‘の
事
情
は
M

TI
J
命
；物
業
を
對
象 

と
し
て
、
そ
へj

で
產
業
と
地
域
社
#

a
T

の
關
係
を
究
明
す
る
^ -
め
の
存
利
な
條
件
と
な
‘る
。
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ぐ
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こ
の
I

は
I

金
物
業

I

域
市
と
の
園
に
藤
を
置
い
て
、把握するこ

.と
富

f

し
て
い
る
。
か
か
る
試
み 

は
地
域
的
に
よ
，り
廣
沉
な
社
#
的
觀
點
か
ら
ひ
產
業
の
把
握
を
多
少
と
も
鐵
牲
に
し
て
い
る
，
し
，かじ
，そ
の
代
り
視
野
の
局
限
に
•よ
つ 

て
.、
よ
り
綿
糌
か

0
馊
態
的
な
產
業
の
现
解
が
可
能
に
な
る
よ
ぅ
で
あ
る

0
社
會
の
近
代
化
は
產
桊
と
她
域
社
會
と
の
密
接
な
關
連
を
切 

斷
し
て
、
產
業
を
よ
り
大
き
か
社
會
に
適
合
せ

•し
め
.る
傾
问
が

.あ
る
。
從
づ
也
近
代
產
業
の
理
解
の
^
め
に
は
そ
れ
を
地
域
社
會
的
視
灼 

か
ら
み
る
，だ
げ
で
は
充
分
で
は

.な
い
。
む
じ
ろ
近
代
產
業
ば
こ
こ

.に
用
い
ら
れ
て
い
る

t
味
の
、
.
狹
少
な
地
城
社
會
の
範
圍
を
遙
か
，に
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と
地
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断
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醫
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六
卷
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e
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o

そP

こ
も
狗
ら
ず
こ
こ
甚
業
と
地
域
社
會

•と
を
關

I

け
.ょ

ぅ

と

：
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I

て
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筆
裳

I

I

す
る
協
同
研

I

加
す
る
こ

I

つ
て
、

：1

究
を
可
能
に
す
る
多
く
の

7
ィ
1
ル
'ド々
？
す

幾

こ

；

-
ノ
か
し
わ
が

S

お
い
て

.近
代
化

1

1

1

進
ん
で
ふ
り
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業
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編

の

.
：

■

一
位
の
都
市
で
あ
る
が
、
そ
れ
，に

レ

也

と

、し
C
.そ
の
た
め
の

I

を
幾
多
も
つ
て
い
る
。
し
が
し
そ
こ

.の
經
濟
生

!

^
 

I

I

杖
地
帶
で

1

6 

M
市
は
近
益
村

^
 

i

つ
I

I
「

I

業」

2

る
。
.
こ
の
盛
衰
が

M
市
の
浮
沈
を
左
右
す
る

'
.
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れ
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f

I
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く
じ
、
ト
農
等
の
小
生
產
种
の
勞
锶
手
段
及
び
％

1

1
盤

.「

: 

.
-'
,'
:

化
I

は
工
場
f

れ
て
い
な
い
•

と
い
う
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。

r

.

M

市
の
屯
要
な
產
業
は
製
造
業
、
農
業
及
び
商
’

業
で
あ
り
、
同.

市
の
：就
業
人
、,:
1
;

の̂

〇
％
以
上
が.

こ
れ
ら
の
產
業_

に
從
辦
し
て
い
る
。

; ' 

.

就
業
人

{:
|

中
製
造
業
の
そ
れ
が
占
め
る
比
率
は
五
〇
％

に
近
く
、
*
業
の
そ
れ
胶 

一ー0

%

に
足
り
ず
、
商

業

の;^
れ

は

五̂

を
越
え 

る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
產
業
の
う
ち
製
造
業
と
商
業
と
が
M

市
に
都
市
的
性
格
を~

附
與
し
て
い
，る
ごと
は
い
う
ま
で
も
な
い.

於
、̂

れ
ら
雨
_
 

#

の
卞.

要
部
分
が
金
物
に
關
係
す
る
も
の
.

で.

あ
る
，と
い
う
こ
と
は
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
就
業
人
口
中
製
、造
業
の
ぞ
れ
.が
占
め
る
此
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S

进
が
大
で
あ
る
こ
と
:-
.
]
:り
み
て
、’
见
市
は「

エ
業
都
市」

>
.的
牲
格
を
も
つ
て
い
_る
<と
い
え
る
。
.

< 

パ
•

製
造
業
の
$

ち
三
人
以
下
の
從
讲
者
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
零
細
な
尨
の
が
、
^

業
所
數
に
お
い
て
は
全
製
造
業
の
約
1八
0

%

:を
：占
め
._ 

$

り
、
f

繁

數

が
 

一o

人
を
越
t

も
の
は
七
？

も
み
た
な
い
。
ビ

I

か
ら
す
れ
ば
器
は「

零
l

m

i

Q
町
：

」

I

 

^

巧

じ

；
か
：
じ

ど

；
の

顧

が

：七

^

に

本

：
み

龙

な
-1
>

*
の
.；：̂
;
麵

次

は

全

：體
の
1

製
！3.

業
の
經
營
規
模
の
最
大
限
：
. 

は

從

事

#

一
ー
.〇
〇
人
程
度
で
あ
り
、
五
〇
人
以
上
、の
從
斯
笤
を
も
つ
製
造
所
の
數
は
十
數
ヶ
所
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
少
歡
の
.も
：の

が

千

：
 

笠
■

き
の
.ぼ

各

從

事_

ー：1ん

以

卞
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製

造
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€
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1
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敏
_の
.比
率
を
出
し
て
み
參
と
.:.
.
>俞
# .
が
約
_
1
.
.
ー0
臂

あ

り
^
^

後
我
の
一一

倍
以
上
に
な
る
。
こ
の
數
字
は
零
細
製
造
業
.

に
本
け
る
勞
嫩
坐
產
力
の
低
さ
を
物
語
つ.

て
い
る
。，
こ
れ
ら
比
較
的
、大
規
模
な
製 

造
業
の.

多
く
は
機
械
並
に
機
’

械
部
品
の
製
造̂

T

ひ
第一

处
金
凰
製
造
業
で
あ
り
、
金
物
製
造
業
の
跪
疇
ぬ
は
入
ら
な
'

い
。
-金
物
製
造
業 

及
^ ;

そ
れ_

附
屬
ず
る
木
.
m

業

の

裔

分
.

は
：零
細
規
濮
：

&

4

め
B

f e
:

务
。.

滅
^

'

金
物
製
造
業
は
辦
業
所
數
で
は
製
造
業
全
璐
の
盼
四
分
の
三
を
占
め
て
い
，る
^

從
琪
茗
數
で
は
4 -

の
半
分
を
少
L

越
え
る
部
分
を
占 

め
て
い
る
に
す
I

い
。

」
」

の
數
字t

e

て
、先

づ

翁

製
_

が
•

常

製

造

業

玄

い

，、て

も

つ

て

い

る

聋

の

.

大
さ
が
理
解
あ
れ
る
。
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物
製
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業
を
廣
い
意
味
|

れ
ば
、
塞

製

造

業

に

■

M

u
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-t

,
い
，う
$

1

測
し
.う
る
。
金
物
關
係
^

と
か
ら
し
て
、從壽中家族

f

笤

击

.

一
 

以 

i
 

る

。

經

..
\

'

-

昼

。
I

上
^

こ
w

o

人
I

f

が
全
製
造
業
で 

*

と

H

パ

”『

い

金

物

1 -
1 ^
で

是

れ

が

§

に
す
ぎ
な
い
と
.い
う
事
實
と
關
連
し
て
-い
る
。
-
こ
れ
ら
の
數
字
、

ら

し

べ

も

金

、
 

は
七
：̂
7
v

!

:

m
 

,

^

^

6

0
ぃ

く

て

金

机

還

*-
で
の
家
族
從
_

の
比
率
は
、
_

造

营

お

け

る

そ

れ

を

越

ぇ

て

人

る

.

.

物
製
|

の
I

f

う
力
i

る

力

へ

、
ニ
名
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
杖
實
質
上
？
|

笔

|

'
 

'■
-y

 

f

 

y

 

れ
て
い
”

。
I

I

れ
ば
、
1

1

1

1

1

1

.

.

坐
產
敎
と'
し
ば
自
營
す.る
：た
あ̂

、.
：瑰
杻
麟
業
を
見
習
£
;

て
ヾ
い：渴

决

の
.

を
指
す
。
.

被
ら
：は
親
龙
の
監
赞
の
尔
把
作
業
に
從
潘
し
て
い
る 

.:

が
、:;
-..
近
.

代
的
磐
娜
款
の.如
で
生
涯
紙
傭
澈
&
る
補
位
に
留
ぞ
ろ
ぶ
芯
卞
令
も
ね

.

.■«
#:
職
業
教
育
を
！

が
拉
い
；

3
事
情
が
0
1.
:疋
、：
彼
^
砂
.生
婴
&
關
也
梂
_

の
額
よ
り
む
し
ろ
熟
練
の
習
得
i

び
#

げ
ら
れ
. 

る
。
こ
'の
こ
と
は
徙
弟
を
L
て
植
め
て
低
廉
な
勞
働
力
の
供
給
救
た
ら
し
め
る
。
' 徒
弟
制
度
-は
孤
金
物
製
造
業
に
お
け
る
長
い
傅
統
的
慣
... 

習
に
迤
づ
き
、
蒞
千
，の
變
容
を
蒙
り
な
が
ら
現
莅
に
ま
で
生
き
延
び
て
い
る
。
M-
市
製
造
業
の
小
で
も
金
#
製
造
業
に
お
い
て
徙
弟
の
歎 

が
榈
對
的
に
多
い
。
か
く
，て
金
物
製
造
業
就
中
小
規
榄
な
も
の
め
勞
働
力
は
、
殆
ん
$
家
^

^
事
#
と
徙
弟
ち
板
ら
©
^
0
:れ
て
い
：る
。
> 

家
族
從
祺
笤
と
徒
弟
と
を
低
廉
勞
働
办
の
給
源
と
す
る
こ
と
に
よ
つ

て

、

零
細
金
物
製
造
業
苕
は
金
物
の
機
械
的
、H

場
的
生
產
ぬ
對
V.
,
: 

ー'て
ー
服
い
暮
掭
力
を
潑

«
浪

_

_
さ

片

ゆ

業

種

办

隹

^

^

处

觀

米

の
相
異
は
あ
つ
て
も
、
上
述
し
た
と
略
同
様
な
こ
と
が
い
•える。

、
パ’

’
'

、

.
從
事
替
か
ら
家
族
.と
徙
弟
、と
を
除
け
城
、
殘
ヶ
の
も
め
、は
大
體
賃
銀
を
主
要
な
1

.
と
し
て
雇
備
さ
れ
て
い
’，る

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
' 

な
意
味
か
ら
-し
て
彼
ら
を
賃
銀
勞
働
科
と
呼
ぶ
こ
と
は
可
能
t
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
..の
多
ぐ
は
脉
謂
職
人
氣
質
：の
所
有
#
で
あ
り
、*.
'
が
つ
• 

自
營
の
機
會
を
窺
つ
て
い
る
も
の
が
彼
ら
の
う
ち
に
相
當
い
る
。
こ
，の
よ
う
な
も
‘の

は
金
物
製
造
業
に
優
れ
て
多
い
-0
從

つ

て

蘭

市

金

物

，
ー

-

. 

*
.,•
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-
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• 
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■
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.

.こ
-
,
-
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• 

• 

■ 
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V

. 

- 

:
.. 

.

.

.

.

製
造
業
に
お
い
て
も
、
义
そ
の
製
造
業
全
體
に
つ
い
て
み
て
も
、
近
代
的
勞
働
者
の
數
は
そ
•ん
な
に
多
く
は
な
い
。
し
が
も
こ
れ
ら
の
？ 

ち
近
在
農
杜
か
ら
の
通
勤
#
が
相
當
い
る
。
，か
く
て
M
市
は
：工
業
都
市
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
の
住
民
の
，#
に
近
代
的
勞
働
荇
の
姿
を
多
.

く
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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M布
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市
街
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_
: E
洗

拽

翁

ぬ

.

潜
を
撒
^

#

•る
_

賣
店
が
*

^
敢
^

う

な
風
勢
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中
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ど

七

て

經

營

さ

れ

て
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"
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金

物

問
I

金

物

製

造

業

と
|

通

|
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を

も

つ

て

い

る
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,
て

て
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■
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販

賣

す

る
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は
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敷
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多

:

れ

る
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地
I

屋

を
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し
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M

に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
に
人
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
最
^

も
隣
村
を
~

合
併
し
た
が
、
、
町

；の
- ^

代

に

备
/ ^

明.

治
三
四
年
以
阵〔 

®

そ
の
隣
接
地
帶
を
合
併
し
て
、
そ
の
地
域
を̂

大
し
て
き
.

た
。
從
.

つ
て
ぞ
の
時
期
敗
前
て
私
け
る
M

w x
M

.

、
a -.

:
-:
a

-

の
■

繁
華
街
；を
中
心
不 

r

る
遙
か
に
狹
い
地
域
を
沾
め
.て
い
た
に
す
ぎ
众
い
。

か

，っ

.

て
の
风
町
を
問
題
に
す
石
場
合
.

に
は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な̂
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ぬ

孩

然

：た

守
代
に
お
い
て
も
罢
と
&

に
、
龄

の
^ -

業
は
單
に
.

地
ー
兀
及
び
近
在
を
相
笑
す
る
の
み
-

^

ら
ず
、
よ
り
廣
恐
活
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領
域
を
も
っ
、
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こ
の
'

町
の
一
，端
に
.

お
い
て
1

1 <
;

平
野
を
賞
流
す
る
玨
川
が
そ
0 :

支
流
で
あ
る
'

食
川
と
相
合
ず
る
。
こ
の
地
理
的
條
件
を
手
褂
り
と
- v 

^

)

M

'
f -
f ;
« :

;

_

m

け
 _

父
通
路
が
M
.

W T

を
甚
點
と
し
て開

， .

か
れ
て
い
た
。
K

平
野
は
H

本
で
も
有
數
の
穀
倉
で
あ
る
が
、

こ.

の
米̂

！水
路
に
.

よ
っ
て
關
掘
.

ベ
運
：
 

ひ
、.

そ
の.

霞
で
奥
服
そ
の
他
、の
雜
貨
を
持.

っ
て
來̂

こ
れ
は
M

町.

令
蘧
と
す
る
こ
.

の
地
•方
と
關
西
と
の
常
時
に
お
け
る
物
資
交
流... 

の
典
跑
的
な
一
例
で
あ
る
。
移
入
さ
れ
た
物
資
は
昆
，で
卸
费
さ
れ
る
。
從
づ
て
街
に
は
諸
々
の
種
■
の
醫
が
樹
の
樹
の
よ
ぅ
に
並
ん 

で
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
本
特
に
際
ぎ
て
い
た
の
は
吳
服
問
屋
で
あ
っ
贫
こ
.

の
問
屋
街
に
こ
の
地
方 
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が
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て
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て
、
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•の
仕
入
を
行
つ
た
。，、
か
く
て
.
M
、町
はv「

醫

の

町
’

」

で
あ
り
、
こ
：の
地
方
め
商
權
•は
M
商
人
.
手
に
攆
ら
办
、
こ
の
地
方
の
取 

丨
は
洁
で
決
f

れ
气
醫
の
町
で
あ
つ
’た
•と
い
う
こ
.と
は
、
M
商
人
の
沾
動
舞
臺
が
繫
ぶ
と
い
墓
と
I

味
し
て
い
る
。

か
'か
る
環
芝
な
か
.で
：「 S

Q
m

を
拔
く」

.と
い
わ
：̂

程
商
利
S

い
町
-
<氣
質
が
培
、わ
れ
た
。
こ
の
傅
統
は
長
く
尾
を
f

て
現

•在
の
金
物
問
屋
，の
う
ち
に
流
れ
込
ん
-で
い
る
A 
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.
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f

力
S

ニ

墓

本

前

迄

、
M
町
の
露
の
農
I

家
I

助

騷

f

し
て
成
立
六
い
た
。
以
E

お
.い
1

一
力 

ジ」

為

复

Q

t
た
る
勞
働
力
を
蜜
或
は
そ
れ
と
繁
と
に
馨
す
る
S

な

霧

_

業
奈
は
そ
め
■

を

穿

f

と
し
て
. 

I

I

。
當
時
農
具
I

全
國
到
る
所
驗
た
が
、

そ
れ
I

殆

ん

ど

袭

t

の
'霞

を

充

，$

f

 
’

も
のf

II
:

こ
。
.と
こ
ろ
が
’任

げ
及
そ
の
附
近
の
力
.ジ
の
坐
產
は
、
.古
く
か
ら
她
著
越
え
る
跋
域
の
塞
に
盤
應
•す
る
も
め
て
方
つ
ナ
こ
の
藥
好 

"

i

i

L

I
も
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て
、
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の
•一
 

つ
I

l

f

 す
る
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淤
蹯
で
あ
る
。
他
、のI

つ
は
河
川
に
沿
う
が
故
に
、
'洪
水
？

免
S

こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
消
f

民
の
困
|

あ
る
。
こ
f

 : 

家
針
補
助
的
職
業
と
1
て
、の
ヵ
ジ
を
こ
の
地
域
に
發
也
せ
し
妁
た
.。
、
： 
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廣域を市場さ

I

つ
家
釘
の
製
造
に
始
ま
つ
た
。
當
智
お
い
'て
は
拉
川
ト
建
♦

る
木 

と
の
結
皂
ょ
り
、
ぎ
家
I

業
t

S

大
I

f

ら
一
掘
S

釘
を
作
り
m
す
とい

： -

形
5

_

が

行

.
わ
t

こ
の
^
-
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ぐ
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;
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底

| 1
_

1

_

_

1

^

^

め
雜
多
な
I

物
が
I

れ
る
ょ
う
に
な
る
と
y

ジ
は
漸
I

f

l

f
必
f

す
る
塗
る
。
こ
の
I

I

の
た
め
に
、

r

o

u

れ
ら
れ
る
よ
.

I

る
。
そ
I

t

、
秦

.r

i

て
4

こ
の
變
お
い
て
當
然
1

1

量
へ

地
金
を
取
り
播
せ
る
と
い
う
方
觉
が
と
ら
れ
た
.*
0

ぐ

• 

;

.

,

こ
の
金
I

は
市
場
の
開
®:
、
原
料
の
移
入
に
つ
い
て
が
M
商
人
の
活
動
を
俟
つ
て
盛
大
と
な
つ
た
と
い
う
I

か
ら
し
て
、
令

は
 

最
初
か
ら
問
歷
制
家
內
エ
業
と
い
う
形
態
を
と
^
て
い
た
ょ
う
で
あ
る
。
金
物
杈
-'
M
町
内
ょ
り
む
し
ろ
近
在
農
村
で
製
造
さ
れ
る
こ
と
：が 

多
か
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ヵ
ジ
を
支
配
す
る
問
屋
は
M
商
人
の
手
に
^

!
さ
れ
て
い
；た
。
S

か
I

干
の
距
離
を
願
てV

い
る
f

で 

製
造
さ
れ
る
釘
を
、
M
商
人
次
經
由
，せ
ず
に
、
江
月
へ
穑
出
そ
う
と
す
る
訐
戡
が
そ
の
土
地
の
有
力
#
に
ょ
.つ
て
企
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ 

つ
た
。
<し
か
し
こ
の
訃
蕺
は
鼠
商
人
の
干
渉
に
ょ
つ
て
挫
祈
せ
し
'め
ら
忙
た
。
こ
の
琪
賢
は
常
時
に
お
け
る
M
商
人
の
實
カ
が
い
か
、に
大

で
あ
つ
た
か
を
如
毁
に
示
し
て
い
る
。，
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漸
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.ぐ

吃̂

、
た
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贩

秦

：

S

大

問

屋

：
の

前

業

::
^
姑

で::
'
>爹

呔

小

陬

屋

ね

.
屯

货

て

が
少
い
办
み
で
は
な
く
、
そ
の
贩
路
も
現
在
ょ
り
も
遙
か
に
狹
か
つ
た
。
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朋
治
三

〇
¥
ま
で
は
、
こ
の
地
方
は
水
路
を
殆
ん
，ど

唯
一
の、
交
通
路
と
し
て
關
西
、
關
敗
等
と
交
I
を
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
時
期
一
 

'に
、.
こ
の
地
方
に
鐵
道
が
敷
設
ざ
れ
る
と
、
，交
通
路
は
水
路
か
ら
鐵
路
に
移
つ
た
。
こ
れ
に
ょ
つ
で
河
港
を
產
業
の
立
地
條
件
と
し
て
い 

た
M
商
人
は
致
命
的
な
§

を
受
け
た
か
に
み
え
た
。
こ
吖
地
方
の
物
资
の
攥
散
ば
最
早
孤
を
小
心
と
す
る
必
耍
は
な
く
众
り
、
M
の
商 

業
的
覇
權
.は
そ
の
チ
か
ら
落
ち
た
.
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こ
の
難
局
か
ら
の
脫
路
は
地
元
で
の
製
造
業
の
宵
成
と
そ
-れ
に
基
4
く
商
業
的
活
動
に
求
め
ら
咖
た
。
か
つ
，て

殆
ん
ど
純
然
た
る
商
都
，
 

で
あ
つ
.た
と
て
ろ
に
、
务
械
の
製
造
業
が
芽
を
延
ば
し
て
い
つ
た
。
こ
れ
ら
の
-う
ち
^

な
も
の
は
足
袋
、
染
色
、
金
物
^
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造
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で
あ 
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っ
た
。
娇
め
兄
袋
、
染
也
は
金
物
に
匹
敵
し
、
或
比
そ
れ
を
凌
駕
し
て
延
び
て
き
た
。
し
か
し
や
が
て
こ
れ
ら
の
生
靡
に
機
械
化
、
工
場 

化
が
適
用
さ
れ
て
く
る
に
ク
れ
て
漸
次
沒
落
し
て
、
'金
物
.の
み
が
现
花
に
M
る
ま
で
そ
の
强
い
生
命
力
を
贸
辩
し
て
；い
る
。
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の
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.

く
ひ
人
々
が
生
產
技
術
の
遲
れ
一
た
業
槌
に
よ
っ
.て
坐
活
の
糂
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.と
い
う
こ
と
は
、
こ
'の
町
を
エ
•場
化
以
前
の
零 

細
製
造
業
者
.の
•町
と
し
て
'い
る
。
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.

明
治
三
〇
华
以
後
の
金
物
業
の
念
速
な
發
胗
に
ィ
•一一
 

シ
ャ
テ
ィ
ブ
、を
と
っ
た
ウ
は
矢
張
商
人
で
ふ
っ
'た
。
‘金
國
を
股
に
か
け
る
煺
脚
に 

疲
れ
を
知
ら
ぬ
忭
商
人
'た
る
¥
拙
人
の
勤
勉
は
、'新
興
，の
金
物
卯
屋
に
繼
承
さ
れ
て
ノ
そ
の
五
體
に
脈
う
っ
て
い
た
。
M
商
人
は
い
ざ
り
‘ 

商
■人

で
は
な
く
、
W
,に
も
の
い
わ
せ
て
.あ
ら
ゆ
る
障
害
を
克
服
し
て
、
邊
境
に
ま
で
販
路
を
開
拓
し
よ
う
と
.努
め
た
。
か
っ
て
北
海
.道

 ̂

北
端
に
■あ

る
^

文
島
に
い
っ
た
M
金
物
問
屋
が
、
.自
分
泸
こ
の
島
に
來
た
设
初
の
放
商
人
だ
っ
だ
と
思
っ
た
。
と
.こ
ろ
が
旣
に
そ
の
前
に

- 

..

, 

' 

, 

' 

っ

ニ

度

も

股

商

人

が

そ

こ

へ

來

た

と

い

う

話

を

聞

か

ざ

れ

た

。

：

•

 

.

 

•
 

•

 

'

販
路
の
開
拓
だ
げ
で
は
な
く
、
問
屋
は
各
地
を
行
商
す
る
折
に
先
巡
地
の
優
舜
製
品
を
持
歸
り
、
ヵ
ジ
に
そ
，れ
を
模
倣
さ
せ
て
類
似
ロ
§ 

乃
至
は
そ
の
改
良
品
を
作
ら
せ
た
。
か
く
て
逐
年
堦
加
す
る
取
扱
商
品
を
も
っ
て
、
益
々
新
市
場
を
開
拓
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
1

.

^
 

し
て
は
お
よ
.そ
取
引
先
に
f

う
る
あ
ら
ゆ
る
I

を
も
っ
て
い
I

が
商
賣
上
有
利
で
I

。
こ
の
f

う
る
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
殆
ん 

ど
地
元
で
.生
產
さ
れ
う
る
ど
い
う
こ
と
が
ハ
他
の
金
物
の
时
に
比
べ
て
か
矾
市
の
特
色
'の
一
っ
、に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
町
の
金
物
の
糚
類 

が
極
め
て
多
く
、
千
を
以
て
數
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
商
人
の
商
费
熱
心
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
、で
-̂
る
。
德
川
時
代
か
ら
の
傅
統
を
懷 

っ
て
い
る̂

屋
の
勤
勉
と
商
才
、.
そ
れ
に
加
え
る
に
ヵ
ジ
に
，よ
る

、低
廉
か
っ
豐
甯
な
勞
働
力
■の

供
給
が
、
金
物
業
の
.立
地
條
件
か
ら
レ 

て
、
さ
の
み
有
利
と
は
い
え
な
い
こ
の
町
に
金
物
業
の
盛
大
を
來
た
し
た
大
き
な
理
|±
1
>と
し
•て
擧
げ
ら
れ
る
。
:

.
 

'•
 

金
物
業
の
興
隆
に
つ
れ
て
、
町
、の
メ
イ
ン
•
ス
ト
リー

ド
の
兩
侧
扒
金
物
問
屋
に
ょ
っ
て
、卜
ロ
め
ら
，れ
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。
ぞ
れ
ら
の
場

德

幾

々

か

■

ヤ
與
f

«

が
：ぁ
_

'-
.

f
り
、
そ
し
.て
次
第
に
.そ
の
影
を
蹄
く
し
.て
.い
つ
た
。
如
治
一li〇

年
の
交
肇
命
を
契
？

す
る
■

の
#
糈
成
の
f

 

■

い
て
Y
 

•.
■
:

■

力
の
‘

見
出
琢
こ
と
爾
I

■

鑛

る
も
め
で
.は

ま

つ

た

誓

は

■

とU

て
問
屋
、の
町
で
あ
り
、
M
.の

産

讓

は

聖

.の
主
導
に
ょ
つ
て
ょ
り
大
き
な
社
會
へ
一
適

t

.
 

れ
て
い
た
。
し
t

町
の
風
I

變

つ
て
ぎ
た
。
•今
ま
で
町
の
f

i
に
あ
つ
て
目
立
た
た
な
か
つ
た
ヵ

ジ

が

とS

期
を
境

ぎ

で

急

す
 

に
數
を
續
し
、
路
地
に
沿
つ
で
密
集
じ
た
ヵ
ジ
の
小
さ
な
家
屋
、
：町： §

周
霧
_

梦

§

作
業
■

_

■

■

な
つ
：て

及

'. 

は
問
屋
S

で

疆

とp

時
に「

力
ジ

.

の

埘」

聖

な

.つ
た
。
支
配
蒙

雪

■

髮

p

p

.
屢

寥

_

I

 ■

產

業
&

織

■ 

•ノ
を
:1
づ
允
^

::
^

.猶
立
1̂
«

進

1

段

嫌

鼓

：1:
ち
：剝

囊

一.
.任

ね

镇

鳴

：
，
商

馨
_
か

餘

讓

暮_

め
_
*-
¥

—

海

_

_

な
_

め
.

_

、'
一
；

'

.

、

'

 

§

 

、
 

-

 

; , 

- 

'

.

■■

.:

、
 

'

 

,

.

.

:
::;
:
'蓄

_

-1
_

域

金

物;1
遽
^

^

:1
_

_

«

_

■#
赭

び

付

计

ぷ

れ

：
て

,>
:
へ
念':
>
0
:の
零
1
體
=

M
#-
物
業
を
#

#
紀
で
辦
_
.靡

ー';.
:
.
.
.
.へ
.聚

,

.及
見
叶
す
こ
と
は
困
郯
で
あ
つ
た
。
近
代
エ
場
制
度
で
ば
、
藤
は
並
列
す
る
機
械
と
分
業
の
精
巧
な
機
構
と
の
中
に
吸
收
，さ
れ
る
。
そ
：
 

こ
て
は
仕
證
勞
礬
に
熟
練
を
.發
挪
太
る
機
會
を
與
ぇ
て
い
な
い
の
が
资
1
で
あ
る
。
と
こ
み
が
か
'ジ
で
、は
S

が
中
；耍
な
努
働
手
变

論

養

_

『

_

_

馨

1

疆

,

の
餘_

邏

疆

_

_

機̂
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.

ら
、一

人
前
の
職
人
は
道
具
•で
、
し
か
も
各
栩
の
ぷ
程
を
遂
行
す
る
能
カ
仓
耍
求
さ
れ
る
。
こ
か
よ
ぅ
な
熟
練
は
一
子
相
像
的
に
叉
は
、徒 

弟
制
度
に
よ
- 0
て

習

得

さ

れ

る

。
，
パ

 

' 

• 

. 

. 

•

.

. 

.
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■-

.

>

-

:

1

-
,
-
' 

. 

■ 

■ 

* 

. 
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-
V 

- 

- 

- 
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-
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-
-
•

■ 

-
V 

-
'
- 

. 

? 

- 

- 

- 

• 

.. 
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V 

- 

- 

- 

» 

■

‘
佩
は
，「
ス
ク
ラ
ッ
プ

©
處
理H

場」

；
と
呼
ば
れ
る
程
で
、.
M
鐵
が
M
に
.入
々
、
製
品
が
そ
こ
か
ら
出
て
行
く
。
'安
價
な
製
品
'を
作
る
た
；い 

め
の
こ
の
條
俾
は
、
.劃
'

f

的
^

M

.I
I
機
械
の
導
入
を
阻
止
し
て
、
，熟
練
を
生
產
の
不
可
缺
な
，要
素
た
ち
し
め
る
。
質
の
不
均
一
.な
屈
鐵 

を
素
材
と
しV

,

例
え
ば
双
♦
を
製
造
す
る
‘場

合
に
は
、
先
づ
鐵
の
質
を
鑑
別
す
る
こ
と
が
^
要
で
あ
^
、
M
に
夫
々
の
材
質
に
適
當
し
た 

熱
度
で
處
理
し
な
く
.て
は
，な
ら
ぬ
。
作
業
铽
夫
々
の
埸
合
に
應
じ
ゴ
、
做
性
を
も
っ
て
い
る
。
，ご
れ
ら
の
操
作
は
す
べ
て「

カ
ン」

，I

へ
 

っ
て
行
わ
れ
る
。
關
西
の
丫
町
は
こ
こ
と
同
じ
く
金
物
の
町
と
七
て
有
名
で
あ
る
が
、.
そ
こ
で
ば
杏
鐵
で
•は
な
ぐ
て
新
歡
が
素
材
と
し
て
•
 

使
用
さ
れV

い
る
。
こ
の
場
合
に
、は
材
質
が
均一 .

で
あ
る
か
ら
、
S

的
處
现
.が
可
能
で
あ
り
、
機
桃
的
生
產
へ
、の
道
が
開
か
れ
て
い
. 

る
。
從
づ
て
又
同
一
.規
格
の
製
'

の
大
最
生
產
と
い
ぅ
結
银
が
出
て
く
る
。
1
町
で
は
製
品
の
秫
類
が
尬
に
比
べ
_て
遙
か
に
少
く
、
少

い
. 

猶
類
の
製
品
の
大
量
生
産
が
行
わ
れ
て
，い
る
。
規
挤
に
っ
い
て
嚴
し
い
輸
出
の
同
で
は
仏
金
物
は
ア
金
物
に
太
刀
打
が
で
き
な
ハ
。
か
く
：
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.
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.
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.
-
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.
/
.
:
.
•
.
.
.
. 

..
 

.<•

.产

.
-
.
-
•
.•
.
.
.
.
.
,
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.....

ゴ

+
.,•
..••-

.-
•
. 

-
<■
;
. 

-
i
, 
’： 

. 

7 

' 

• 

. 

- 

” 

. 

■

.

.... 

- 

• 

■ 

•

て
M

金

物

，は
■販
路
をM

內
の
雜
多
な
儒
要
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
。

‘ 

' 

、
.く 

粗
惡
な
原
料
と
劣
等
な
生
產
設
備
で
、
.し
か
も
製
ロ
|
の
低
廉
が
賣
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
多
少
の
熟
練
を
以
て
し
、で
も
品
質
.の
低
下
を
- 

.防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
に
加
え
る
に
、
手H

.

業
' #
有

な

製

品

の

爪

貌

の

本

體

_

か

そ

の

蔽

品

傻

«-
.
を

ネ

當

に
^.
で
^

;

^

¥

.

閼
 

西
■

屋
が
M

音
物
^

仕
久
机
^

場
合
、.
>
.途̂

物

：で̂
1 :
讓
紀
襄
,

す
赘
逆
呢
爽
^

と
こ
ろ
の
マ
，—

ク
を
入
れ
て
、
關
西
製
品
を
裝
ぅ
こ
と
が
あ
る
と
：
ぅ
。
"
_ 

ノ

，
 

, 

• 

•

.
:^
:J
>

tt
-
宇
！

的
* ；
細
勝
^
"
^
^
•
難
.

)

.
'- ^
-:
'
0開

« -
に
際
^

て
猶
か
;0
* :
泰
^

事
:|
1

1
.^
^

;̂
0

.
が̂
じ
^

ジ
^

始
^

:

典
で
あ
る
。
こ
れ
ら
.の
ニ
つ
，の
要
因
を
載
礎
と
し
て
、
M:
カ
ジ
、に
徒
弟
制
度
が
確
立
さ
か
た
。
徙
诺
は
小
舉
校
毕
業
义
は
中
退
で
親
方
の

へ
：̂
込
み
、
'大
體
微
兵
適
齡
ま
で
の
期
間
、
.寒
の
小
遺
，程
度
め
他
は
金
錢
的
報g

が
な
く
、’
’衣

食
を
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
勘
く
。
走

.

.

:;
'
:
:
|
:
家

着

::
:

1

:

_

1

_

_
;:
§

源
1:
1

1

_
漏

鑛

讓

_

_

|

_

1。：顯

_

'
ノ
1

;;
1_
_

ー
>:
1

る
。：篇

關

1

^

|

^

_

-

1

_

1
ー_

圓

ぐ

蓄

I

的
I

.
み

證

ち

,

1

階
層
相
瓦
C

の
移
.
が
阻
.

■
る

受

。
さ
れ
る
。
-成
程
I

は
そ
の
勞
窗
力
の
，み
，を
も
づ
て
、親
2

經

營

繁

f

ラ
 

て
I

的
置
を
界
り
、
.親
方
に
な
る
こ
•と
が
で
き
る
。
徒
弟
に
と
つ
て
親
方
は
將
來
.の
肖
分
で
あ
り
.
親
方
に
と
つ
て
着
は
過
去
の 

.
J
.で
t

。
.そ
I

は
.親
方
と
徒
弟
I

麗

さ

せ
I

鶴

な

階

蠶

係

は

な

A
 

'■
•

_
暮

屠

■

の

■

兄
#

i

i

 

'
ぜ

へ

：々

響

％

「

從

っ

ー

囊;■
•
«等
^

^
の
如
べ
观$

を
#

^

メ
シ
を
集
す
る
に
は
大
し
た
資
金
の
必
要
も
な
く

、
.か
つ
親
方
に
な
る
こ
と
に
つ
.い
て
'の
ギ
ル
ド
的
制
約
も
な
い
か
ら
、
徒
f

熟
' 

S

S

し
さ
ぇ
す
れ
ば
_

す
る
S

の
火
し
I

密
I

い
。，.し
か
务
タ
の
職
ん
の
給
补
^

め

て

か

額

で

き

一

人

前

'

の

嘴

认

緣

擔

貢

っ

维

で

猶

馓

者

含

驰

變

咐

ん

ず

る

念

，は
5

 

の
親
ん
と
の
嘣
ニ
®

鋳
な
關
係
は
あ
る
に
し
I

、，
經
濟
的
に
は
•同
一
.の
條
件
で
被
と
I

ん
.で
I

す
る
こ
七
が
で
き
る
。
か
く
て
徒
弟
|

|

:
ジ
の
：：：

、數

韋

.々

議

せ

し

堂

。，
⑩

f

し
5

靡

I

が
f

 
^

.ジ
S

の
I

は
激
化
さ
矣
へ
I

』

と
は
間
f

の
關
楚
お
いp

'

 

f

を
不
利
髂
f

 

^

力
も
S

な
勞
侧
と
そ
れ
に
報
い
る
こ
と
の
少
い
低
收
入
上
が
ヵ
ジ
に
-_
い
つ
く
。
勞
働
If
r
間
は
s

、‘
.六
時
間
が
普
通
で
あ
る
。
鞴
を
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吹
、き
、
金
床
を
叩
き
始
め
る
と
-、
'殆
ん
ど
前
屈
み
に
だ
り
通
じ
で
あ
る
と
い
う
作
業
の
た
奶
、
カ
ジ
の
.&
が
曲
つ
、て
い
た
と
い
う
程
で
あ

る
。
.そ
れ
に
も
^
:ら
ず
、
カ
ジ
の
收
人
は
町
の
、職
人
唞
最
低
位
.̂

近
く
、、低
い
坐
活
水
準
を
餘
餞
な
く
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
低
收

.

.
入
^=

低
廉
勞
働
カ
の
.露

は

*
本
酔
義
的
嫌
械
_
勸
吹
®
か
_
消
極
的
^
紙
;̂

擞

看

,

A
妬
#:
齡

が
盛
大
^

瓒
ら
■
©
杆
と
免

た
。
 

'

•

' 

' 

•

-

.

HI
J

M
に
も
カ
ジ
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
な
徙
弟
制
度
が
あ
つ
た
。
し
か
し
年
期
.奉
公
の
毙
了
を
ま
つ
て
行
わ
れ
る
階
層
的
昇
進y

っ
い 

て
兩
乾
於
間
に
故
難
邊
-C
0

—

が
黎
兔
€

•■
;カ
ク&

殆
_

ど
.黏
金
を
«

要
.ど
'せ
ナ
に
開
業
じ
：>

る
が
、：：、問
屋
を
始
め
^

場
合
^ :
.は
枏
當
の
.
. 

資
金
が
必
要
2

な
る
。
從
つ
て
資
金
の
惜
用
、
品
物
の
融
通
等
に
つ
い
て
主
人
か
ら
便
{且
を
許
つ
て
®

う
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
よ 

う
な
場
合
に
は
獨
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
生
人
と
姆
蹲
な
地
位
に
就
く
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
，̂-
意
味
し
众
い
。
.獨
立
は
容
易
t

は
な
い 

.
が
、
1

か
し
不
可
能
で
は
な
い
。’
問
屋
の
徙
弟
は
獨
立
し
う
る
と
い
う
希
望
を
も
つ
て
敝
め
て
い
る
.。
か
つ
：ー1
:人
把
6
雜
頭
で
%.
昭
和
の
' 

顧
期
で
月
m

三
〇
回
程
度
で
あ
石
か
ら
、
經
濟
的
見
地
か
ち
し
.て
も
獨
立
し
た
方
が
有
利
.で
あ
る
。
こ
の
町
の
有
カ
開
屋
.：：に
つ
ー
い
_て
み
る
. 

と
"

こ
の
店
の
出
身
者
で
こ
.の
‘町
及
び
他
の
土
地
で
間
屋
を
や
つ
て
い
る
も
の
が
1
一〇
人
ば
か
り
い
る
と
^ •
う
0
.間

屋

：を
開
秦
ず
ゲ
に
へ
は 

.
資
金
，が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
或
る
程
度
の
資
金
の
融
衝
の
つ
く
見
込
の
あ
る
も
の
-が
小
僧
と
し
て
人
つ
^ :
く
る
0

«
に
^

僧

は

讀

み

、
.
.
書

,

.

•
..
一-. 

-■-
-
 

' 

. 

- 

- 

. 

.V. 

.

'

•

 

.

.•.
•
* 

' ...V.

. '

.. 

- 

- 

• 
:'

'.

:

き
、
#
盤
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
カ
ジ
の
特
子
は
小
學
校
中
返
で
も
間
に
合
う
。
こ
れ
ら
の
辦
情
か
ら
し
て
小
僧
ど
番
节
は
同 

:
•じ
よ
う
に
徙
弟
で
あ
る
が
' 
出
身
の
階
曆
が
恭
干
異
つ
て
く
る
0 
. 

■

‘

•
.
.曹
述
の
-̂
ラ
に
陬
屋
と
が
ジ
0

^
の
«
臂

瓿

ぬ

_
い
本
；ば

,̂

:

間
ち
は
事
實
上
の
勞
资
關
係
が
形
成
ざ
.柞
い
る
，
問
屋
制
断
ぱ
家
两
^
業

的

氛

紘

經

昏

を

基

盤

£

の

强

固

匕

。
パ：
；
：
.
-
'

.'V 

, 

. 

. 

.

.

.

V
. 

-
- 

.....
 

■<
 

.

.

. 

.

.

.

.

:
形
_

に
，お
い
て
、は
問
屋
達
造
業
#
■

ゅ
關
係
は
.對
等
.の
.寶
買
關
係
以̂
^̂

シ
立
の
間0

職
業
^

^
乃
：至
は
靈
的
移
屬
が
».
わ
れ
飞
こ
名
は
1皆
.■
:
近
寒

が

ず

る
間
®
に

；對

牙

る参

の
賃
銀
勞
働
#
的
_
 

'，.寒

益

因

A
；

し
て
、.
問
f

資
力
が
大
き
な
役
割
I

し
て
い
る
こ
と
：_

5

|
本
な
.い
.，
.

•
と
共
に
，し
の
.資
豪
抵
抝
す
る
，

Il
l

i

^

II
-l
l

y

ll
^

^

ll
謹

.

ブ

一

、
之0
逃

、は

腐

然&

.

_

カ

奴

の*

P
'

い

靡

屢
#

■

.

同
^

^

.

邊

し

て

遷

駔

合

が.

結

成
■

た

。

V

雾
 

：
：ぺ>

)

ス“

カ
ジ
力
何
ら
の
ギ
ル
ド
的
組
織
す
ら
も
つ
て
い
、な
い
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ジ
以
外
.

浒

の

道

畫

出

し

、隹

ぎ

歡

の

..人
，
々
：
馨

 

と
絡
み
合
つ
て
、
カ
ジ
の
濫
立
漂
可
I

に
し
た
。
.
こ
れ
S

し
て
S

9
荖

開

業

■

■

を

馨

！
8
慶

_
さ
■

い
た
。
. 

ふ
か
ガ
痛
者
_
管
9
呀

;,
^
富

淑

:1
处
^

^
き
ぉ
/.
^
>
.で
^
妗
を
不
利
炎
-*
態

に
,®

:̂
;

'間
氧
ゅ
:t
:
0-w
の
：競
:̂
怒
利
肢
し
.て

な

4

 

.入
を
行
I

多

額

の

羽

邪

を

生

み

出

す

こ

と

が

で

き

た

。

こ
れ
に
，
ょ

つ

、
て

藉

«
ぎ
れ
た
資
:̂
を
背
盘
と
し
て
、行
商
地
の
勘
定
は
年
.に
三
，
 

四
^

度
囘
收
す
る
^

ぎ
な
い
が
、
，
力
.ジ
が
持
つ

て
來
た
.

|
は
卽
金
で
引
：取
を
と

い
う
こ

と
が
問
屋
に
と
o'
て
可
能
と
な
：.̂-
た
：。
.

.
カ
ジ
の
そ
の
H
暮
し
か
ら
し
て
い
不
時
の
用
が
生
じ
た
時
に
は
、
彼
は
|

ヒ
賴
る
ょ
う
に
な
る
。ー
'|
|
:£:
叫
^.
,

_

い

艾

は

材

料

を

古 

給
さ
れ
る
と
い
う
も
心
が
出
て
く
る
。
.カ
ジ
は
自
分
の
作
業
場
で
、
I

Q

,

i手
段
を
以
て
、生

產

む

¥

.生
®
#

で
I

か
兔
迦 

ど
'
9
"屋
と
も
-̂
り
^
う
，る
钟」

で
あ
ん
'0
し
；か
し
こ
の
.ょ
う
な
關
係
が
.で
き
.て
_く
る
.と
.、
：
そ
め
1.
由
を
失
い
、
特
定
の
問
屋
、に 

の
み
販
賣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
か
く
5

嵐
關
係
が
坐
ず
'る
。
.實
制
度
はg

屋
の
.競
^

,
利
用
し
て
、
ガ
ジ
が
そ
の
製
品
の

_

謹

げ

:-
1

_

1

_

1

1 .
^

^

り
、
む
し
ろ
嚆
關
孫
を
給
ぶ
こ
と
'に
ょ
つ
て
星
を
他
の
同
業
矜
の
競
赞
か
ら
守
る
こ
と
が
、
-カ
ジ
に
と
つ
て
簷
の
.問
題
と
な
る
。

讓

I

I

 

■
‘
、

、

パ

，

ノ
 

.

_

、
■

■

1

五
.

Q

i



>'
;ー；̂:
'
;
;ン
バ
な
3

^

^

;'
:;
:
i
l
,
'
^

i:
:
^
 ̂

'
ぐ」

從
，，
つ

て

尊

胤
.に
な
.る
と
い
3
こ
と
は
少
く
と
も
個
々
の
力
ジ
に
と
つ
て
は
有
利
で
さ
え
あ
る
。
か
、つ
て
'問
屋
ル
小
さ
い
%•
の
で
も
、
こ
の 

'
1
ぅ
な
，專
M

の
力
.ジ
を
七
、
八
軒
も
つ
て
い
た
。

、
.
:

' 

,
 

,

-
V
- 

f 

.

-
輿
嵐
に
な
る
と
'、'
为
ジ
は
そ
の
製
品
を
取
引
先
の
問
屋
に
持
つ
て
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
何
時
で
も
卽
金
で
買
っ
て
貰
え
る
。
九
ジ
は
朝 

早
く
か
ら
仕
祺
を
始
め
、.
夜
晚
ぐ
ぞ
：れ
.を
氣
る
と
、
值
ぐ
に
そ
の
'
’Uの

製
品
を
間
屋
に
持
込
む
。
.そ
し
て
金
を
受
取
つ
て
、
歸
り
に
米
と 

-

,喊
料
を
負
つ
て
行
く
。
，.こ「

の
ょ
ぅ
な
文
字
通
り
の
そ
の
1
1
1卷

し

ひ

，坐

活
.が
繰
返
.さ
れ
る
。
こ
の
カ
ジ
と
彼
の
來
?)
-
の

を

待

つ

.て

い

る

間

厫 

.

.

.の

.中
、
小
僧
が
何
诗
も
町
の
^

皇

の

落

し

考

ぁ

つ

た

と

.い
ぅ
.。
製
品
を
持
つ
で
？

さ
え
'
'す
れ
ば
、
何
時
で
も
金
が
入
，る
と
い 

う
こ
.と
が
、.
夜
越
し
の
金
-は
使
わ
ぬ
と
い
ぅ
，智
性
を
カ
ジ
に
植
え
つ
げ
る
。
‘

又
カ
ジ
は
貯
蓄
^
る
餘
裕
を
與
え
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
い 

ぅ
こ
と
も
^
實
で
あ
る
。
兎
%'
角
と
の
.習
性
が
カ
ジ
，の
發
展
を
妨
げ
、
そ
の
零
細
性
を
永
遠
ft
し
、
從
つ
て
問
屋
の
支
興
を
{女
固
た
ら
し 

め
る
.恶
盤
と
な
る
Q
カ
ジ
の
そ
の
日
暮
し
を
利
用
し
て
の
E
Mい
た
た
き
は
、
問
屋
に
大
き
な
.利
網
を
保
證
す
る
。
藏
の
中
に
そ
の
.製
品
が 

:
.、
；
ぁ

り

、
'
;
:
夂

鹰

ぼ

;'
«
水
'̂
:;
:
1
1
^
^
洗

て

.
：實:|
«
遍
麻
方
.タ
.の
特
芬
ん
^

-.

か
‘ら
で
.あ
る
。，
問
屋
は
米
屋
の
勘
定
は
後
廻
し
に
し
て
.も
、
力
ジ
の
勘
觉
は
支
拂
5
と
い
ぅ
や
り
方
を
•と
る
。
そ
れ
程
そ
れ
は
有
利
な
仅 

引
で
あ
つ
た
。

.

- 

ぺ
• 

. 

- 

- 

: 

•

-

,
&

«

M-'
f
I鹿
_

改
谈
灰
:̂
め
.：奪

人

應

靈

电

活
”邏

ぬ
—

_

_

^

が
1;
藤

同

吟

ぉ

如

て
.̂
、
^
^
 ̂

.

て

、
.
.
問

,

屋
は
カ
ジ
の
生
活
の
保
障
を
な
し
て
い
る
こ
，と
に
な
る
。
カ
ジ
の
製
品
は
{女
く
し
か
賣
れ
な
い
於
、
し
か
し
全
く
賣
れ
な
い
ど
い
.？
こ
と

'

■"

ば

な

い

。
：
，
麗

ば

^

が

後

篇

場

合

沧

猶

舊

鳳

麥

、
•カ
ジ
に
は
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
-の
生
活
保
障
の
代
偾
と
し
て
問
屋
に
、對
す
る
カ
ジ
の
身
分
的
！

§

風
が
生
れ
て
く
る
。
カ
ジ
と
問
屋
と 

.

.‘
の
間
に
^

-̂
な
^
養
賓
關
猶
黎
越
寒
石
^

^
的
關
瓶
が
^

む
そ
く
^

滿

昆

ば

葬

武

等

の

時

^

ぃ
バ
人

.。
例
6

へ一:
〇
年
以
上
に
.亙
I

f

し
て
の—

f

 

C

き
，

I

は

爲

ょ

自

I

の
儒
勤
を
色
.々

雲

段

.で
獎
勵
す
る 

太
“

縁
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.
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:
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バ

、

パ

i
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：

で

い

，

i

讓

け

I

I

小

作

關

係

爷
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形

參

f
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の

：

道

達

建

暴

：
f
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;
.へ
眷
田
篇
遵
.
1
:逾
與
 ̂

ん.;
. 

出
て
く
る
。
間
屋
は
町
の
贺
カ
鞒
で
あ
り
、
カ
ジ
は
町
の
最
下
層
を
.な
し
て
い
る
。
み
く
で
も
な
い
も
の
は「

カ
ジ
に
な
れ」

と
い
わ
れ
、
 

「

カ
ジ
に
す
る
ぞ
：

j

と
.い
つ
て
子
供
を
お
ど
か
す
。
力
，ジ
が
#

の
頭
免
微
べ
し
て
い
る
.の
を
揶
揄
し
て
い
う
r

#
-m
M

J
と
い
う
言
葉
が 

彼
ら
の
社
會
的
地
位
を
表
象
し
て
い
た
。
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'

鄭
屬
制
度
は
力
^
:の
TO
厘
：へ
の
身
分
的
隸
腐
を
內
容
么：

す
る
、(

巖

馨

意

_
に
：お
け
.る
問
屋
制
度
.̂

の

深

: «

1
だ

る

：
不

況

：
に

よ

.

り

、
：

」

#

風

制

度=

嚴

密

な

意

味

に

お

计

る

：問

屋

制

«

汰

次

第

ぬ

：
§

^

;

§

:

.

め

た

ゾ

不

浞

にi

る

舨

踨

の

社

絕

、

莅 

靡

品

め

；値

下

ヶ

：に

伴
.

っ
：

.

て
、
：

.

問

屋

は
1;
久

瘰

格

を

引

名1^

ホ

た

：。
ゼ

蒼

」

^

讲

お
う
と
し
て
、
_益
々
多
く
の
製
品
を
跗
屋
に
持
込
ん
だ
。
問
屋
は
彼
ら
を
專
嵐
と
し
て
い
る
が
故
に
、
不
必
要
な
品
物
を
も
貿
わ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
つ
て
き
た
。
他
方
、
勿
ジ
は
審
風
な
る
が
故
に
、
他
め
有
利
な
販
路
を
斷
念
し
办
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
こ
と
を
苦
癉
に
感
じ
始
め
た
。
か
く
て
赛
恩
制
度
の
中
に
洽
ま
れ
て
い
る
生
活
艰
障
の
制
渡
が
、
兩
者
に
と
つH

桎
檣
化
し
て
く 

る

。
：：
尊

屬

制

度

_の

崩

壞.は
.從

來

：の

親

方
^
,乎
衷
的
絲
齋
め
解
體
で
ぁ
だ
'ー：そ
-

ゼ
共
.に
：か
' 0
て
'呔
^

對
立
が
意
識
さ
れ
が
上
久
に
な
^

バ
假
舍
前
貸
關
係
が
羧
存
し
ぞ
い
尤
も
、
.^:

な

る

。

か

く

て

カ

ジ

の

卯

屋

に

對

す

る

反

撥

の

感

情

が

露

脅

に

な

つ

て

き

た

。

し

か

も

そ

れ

が

‘勞

資

的

對

立

に

近

い

感

情

上

レ

て

現

れ

>

■

.

-
 .

.

■

'J
.
-
, 

■ 

し
'

-

-

.
.
.

 

. .
.

.
- 

,

- -
.■
- 一'
'
'.-.

:
■::

麻

旙

制

度

の

解

體

に

よ

つ

て

、

カ

ジ

が

何

處

ヘ

：で

も

賣

れ

る

よ

>

に

な

づ

た

と
い
う
.
.こ
'

と

は

，.

，一
方

では
.小

さ

な

問

屋

の

成

立

す

る

餘

. 

地

を

先

ぜ

し

め

た

。

問

屋

を

始

め

る

に

は

か

つ

て

の

よ

う

に

大

き

な

資

金

を

必

ず

し

も

必

要

と

し

な

く

な

つ

た

。

他

方

で

は

カ

ジ

が

消

費

u

f

?
を
す
る
可
f

が
開
か
れ
た
。
消
費
地
と
麗
し
ぅ
る
金
物
製
造
,

の
多
く
は
、
賢
は
ヵ
ジ
を
I

I

:
 

I
卷

 

■

雪

、「

|

場」

と
し
て
成
長
し
て
き
I

で
f

 

■

の

;

は
钆
弟
以
外
に
幾
人
か
の
職
人
を
使
捕
す
る
。
•從
つ
て
そ
こ
に
は
勞
靈
係
の
I

が
き
■

.

て

：
い
：る
。

I

誤

ゾ
.
. 

に
ょ
つ
て
、
最
I

物
I

業
の
凡
て
を
ヵ
ジ
と
い
上
S

職

に

f

込

む

こ

ど

は

でI

 
く 

|

、
こ
”

卜

^

-

1 

一！

一r

.

l

l
に
し
春
な
か
つ
た
が
'

|

經
過
し
て
戦
後
と
I

、
.は

形

た

。
：
P

'■
:
:
麵

_

_

獲

誉

後
の
フ
i

に
乘
る
の
に
機
傲
で
は
な
か
つ
た
が
、
製

屋

は

.こ
れ
に
ょ
つ
て 

一

製

_

の
鼓
膜
、

V

 

顏

_
s

i

本

來
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_

_

|

|

^

-

へ1.
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| 1
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物

;;
1

が1

し
—

る
|

奴̂

^

.
丨
k

物
l

l

l
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I
闲
離
と
な
り
、
過
去
の
盛
吹
が
夢
と
f

次
第
に
縮
ん
で
く
る
か
_

又
た
。
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.
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.
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V

っ
て
き
た
。
實
力
の
交
#
は
單
犯
»
濟
面
に
限
ら
れ
ず
、
、そ
の
他
の
社
會
的
面
に
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
，例
え
ば
か
っ
て
は
役
曝
の
迸
隨 

.
:
^

' 1
>

、：‘；：；：1;
:

黑
«!
;̂
,
:
ぃ̂
が
看
槳
ば
_
々
ガ
^

*

製
造
業
を
そ
れ
と
問
屋
と
の
_
係
の
相
興
に
蛩
點
啥
置
い
て
分
類
す
る
と
、
近
代
工
場
、
金
物
工
場
及
び
カ
ジ
と
い
ぅ
三
っ
の
型
*が
指
. 

摘
さ
れ
ぅ
る
。
.こ
れ
ら
•の
夫
々
に
ふ
れ
な
が
ら
、
[/
1
1屋
龇
度
の
解
體
へ
_の
傾
向
と
い
う
祺
態
を
明
ら
か
に
し
ょ
ぅ
。

-
戰
前
に
お
い
て
は
町
の
產
業
糨
造
に
大
し
た
影
響
を
與
え
る
こ
と
の
、な
か
.っ
た
業
«'
が
«:
'
^
2
.に
:̂
生
え
:'
:

«
後
に
お
：い
て
は
町
の
®
.

• 

.

.

.

. 

• 

* 

.

.

.

.

. 

'
•
.

藥
に
お
い
て
梠
當
な
比
妞
を
も
っ
ょ
う
に
纪
っ
て
き
.た

.0
こ
の
毁
造
業
の
.製
品
は
金
屬
製
品
.で
あ
る
ゼ
い
チ
默
で
は
金
物
と
共
通
し
で
い 

る
。
し
か
し
M
市
の
#
淹
物
と
し
て
の
余
物
七
は
興
つ
た
性
格
を
も
つ
て
い
る
。
こ
の
製
品
は
近
代
的
エ
埸
坐
產
に
適
4
て
：
お

り

、

カ

.
ジ 

;か
ら
の
兢
爭
を
音
汉
排
除
ず
务
。：養
に
贫
の
業
：稱
は
«

兀
_
渥
と
.何

;̂
炒
_
接
的
_
係
を
系
^

と
呼
ぶ
こ
>
に
す
る
。
近
代
工
場
は
從
來
Q

M
沛
の
產
潫
構
造
にA

J
A
;

て
異
質
的
で
あ
り
、
：そ
；の
：̂

^
殷
市
聖
業
氧
命
を
-

き
U

. 

十
。
.本
論
文
は
':
^
市
の
.金
物
業
を
主
題
と
し
て
い
る
か
.̂

、
近
代H

場
は
直
接
の
對
象
と
は
，な
ら
が
い
篑
で
あ
^

し
か
し
ぞ
れ
が
金
物
.

書

與

ぇ

る

間

狻

馨

認

大

舞

讀

に

、_

環
エ
場
に
っ
ぃ
て
華
の
紙
_

割
く
。

. 

ニ
'

'v
-
;
-
.

:.
:

近

代

エ

巔

が

問

屋

制

度

：に

對

^

て
外
泰
か
友
画
カ
を
*

又
：：る

が

、
、
金

猶

1
敏̂
は
內
郁
か
ぢ
%- 

::嚴

前
t

い
て
本
見
髭
な
い
こ
と
は
ま
ら
.
§
:

'

#
後
■

.

.

.
• 

.

:
 

. 

こ
/.
 

.

 

•

 •

 -

 
.

 

.
 

.

.、
 

<
•

 

.

■#
え
,
勢
カ
を
：逆
.
せ
，し
.め
る
こ
と
に
ょ
っ
.て

榈

屋

制

度

，を

弱

體

化

.せ

し

め

：る

七

典

.に

ッ

#
除

し

ょ3
と

す

る

；。
.：こ
ゆ
經
過
：は
地
元
問
屋
©
取
*
3.
金
物
の
：數
量
が
絕
嫌
_
に
は
兎
;4
约
、
.\
相
對
的
に
ぼ
減
■少

し
て
き
て
/ぃ
る
と
い
；

5
 
傾
向
に
現
.れ
て
い
る
。

.

.

.

.

.

.

 

- ノ
.:
,

;

•■
-
■
.

.
ン
':

ふf

 

_

力
.

1

身

は
i

ま

で

相

當

詳

し

注

點

ヵ

置

ヵ

れ

る

ソ

製

迆

業

の

變

化

に

伸

ぅ

問

屋

の

變

貌

が

最

後

に

ふ

れ

ら

れ

各

。
'

'.
;
、
 

•こ

.
”

■•
.

-

.

.，'

.
'一
父〕

.

.

V

 

■ 

V 

. 

V
-
-
-
- 

_

 

- 

-
V 

- 

.
V
V
. 

V

 

.

.

'

.

f

s

の

德

と

ゼ

ば、
I

は
週
の
異
'道
着
型
製
品
■

る
の
み
で
^

.

る
.

.

こ
こ
'て
‘
"
.機
械
ィ」

.ど
八
5
の
音
當
額
の
固
定
資
本
を
必
泰
オ
導
で
翁
■

の
建
產
ょ
る
：生
產
の
合

函

.化

を意
來
す
る
。
' 

,
-と
の
機
.

は
"

: 5
_

還

晏

.間&

エ

ネ
,$
丨
.の
_

用

と

遍

よ

な

光
f

、近

達

場

■

市

に
現
出
さ
せ
！

を
藏
t

■

近

代_

-.

物
製
造
i

用
さ
5

|

ば
、_

の

繁

生

？

前

肌

的

惹

彩

づ

？

は

克

服

さ

れ3

友

し
.裏

毫

1

物
.に

お

右

甚

な$

^

る

土

：參

近

モ'は

絕

邊

は

、
な

ぃ

，
が

，

そ

J
邊

，

.

せ

ふ

め

ー

ゆ

々̂

ヵ
1
そ
れ
.

傳

れ
^

對

ざ

間

凝

的

ぬ

外

部

か

、ら

顿

\/
:
>_

カ

を

加̂

.
め
プ
き
經
褒
規
故
は
大
版
邀
汁
人
ヵ
ら
ー
-

 ̂

^

^

^

0
.
■ 

^

s

i

^

^
 

： 

し
て
V

及

な

、
大H

場
ひ
下
S

場
的
な
規
校
し
か
も
っ
，て

ぃ

な

ぃ

。し
か
山
今
後
に
お
け
る
發
展
は
M

市
の
產
業
靈
暴
命
的
な

一
：影

響

墙

ぇ

る

，

'
-:
編

^

た
ち
の
ぼ
つ
て
い
る

0

•

一
.
し
-:
.

 

•

.

地
：域
■.

蹇
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-
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-

r
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.

.

.

:

.

 

-

 X

 

.

 

•

 
.

 

二
.

 

.

■
:r； ,

戰
後
,

1
、.：」

1
1年
間
成
皿
.市

-
が
あ
か
っ
'/
-
C
0# -
'っ
：

H

經
濟
的
利
#

關

心

：
が

ビ

炫

：て
.も

';
>

貧

齡

勞§
^

た

る

地

.位

に

货

ん

ず

る

ょ

り

力

ジ

を

自

營

し

た

方

が

有
利
で
ぁ
つ 

た
0
.
:
:
0
.

か
^

こ
也
.を
侧
商
が
あ
助
長
す
る
風
智
が
^

.

»に
、殘
.っ
.
.
で

い

气

 

■

辨
賞
を
も
つ
亡
通
'.
. 

:
:勤
ず
石
^:
.い
.;5
-

こ
；̂;
=
;
.
.

「

辨
當
^:
'ぢ」

_卽
ち
賃
鋇
^

^

#を
»

蔑
ず
^

傾
向
が
あ
る
3
 

丸
で
：い
.た
。
：
.
“ 

V

の
傅
畫
は
：か
沒

前
に
な
つ
た
も
の
は
職
人
と
し
て
傭
わ
れ
る
式
り
も
、
.自
營
じ
た
方
が
收
人
.が
ょ
か
っ
，た
。
こ
の
ょ
ぅ
な
祺
慨
か
'ら
:̂
て

、
，
：
，
折

卸

エ

場

.̂
.

-
.
.
.
;
.
-■.,.
•
:■
■''■
.
' 

. 

. 
'

■

.

.

.
■

■

.
:

」

. 

. .■
■-
.■. 

.一

.

.
,
.
'
‘ 

'
:
. 

- 

'

:•
■,
.
.■. 

ノ
.
.
.べ-
-.■,
 

.. 

.
-
-
!

. * 
一
 

■:
 

... .
ノ
 

一
 . 

.... 

V
.
■

.■
■'エ

員--
.

^

養

成

じ

：；

^

ノ：
. 

.
ー̂

前

：に̂
名

と

、

》

：
そ

：
ご

を

出

て

«

龙

し 

tt
を
同
避
す
る
把
か
に
、)H

費
を
.採
用
ず
谷
際
、
.尬
市
：の
が 

.

.營
#

す

. ^
ぁ
っ
た
-0
:エ
場
通
; »
#

に
.比
較
的
に
汽
車
渡
»

歡
が
#

い
膝
因
^
1
.
.
部
は
>-
.
:

」

>
运

«

め
：ち
れ
る
ょ
.$
.
.だ
。
..
:
'し

か

，レ

大

资

本

に

有 

.
:
刹

な

體

制

が

苒

建

さ

れ

て

:<
;

;

旮
と
'"
經
雜
的
困
難
怖
_

期
的
：だ
牝
小
規
賴
0 -

畫

_

_
も
ぜ
：さ
れ
$

^

^

属
领
中
原
料
費
: 0
;

古
為
石
此
#

が
大
ぎ
く
.次
.ク
：て
'<
^ .
ポ
:1
<
か
も
-

:-

ノ
；
加

；ぇ

て

、
；
聰

衝

に

.ぉ

げ
'る

間

產

の.濫

史

ば.等

々

麵

品̂ 

.

く
て
ヵ
ジ
の
收
入
と
工
場
勞
働
咎
の
質
銀
と
の
.比
难
が
逆
轉
し
て
く
る
。
エ
場
勞
働
#
の
方
が
ヵ
ジ
ょ
り
も
.む
.し
^
收
人
が
：>
く
だ
り
、
,

':
,が
.っ
.：前
教
が
方
於
安
定
_
が
ぁ
る
。
:'
:
.
.
最
鐵
ー
、
"
：：3 

こ
れ
が
太
き
な
、 

_
.
:
原
因
を
な
し
て
：い
'る
:°
か
つ
：
て

ば

：エ

^
の
.慕

集

が 

の
誘
因
が
肌
長
さ
れ
、
そ
れ
に
な
る
機
#
从
鑛
大
さ
れ
る
な
ら
ば
、
カ
ジ
の
贷
銀
熒
働
^

へ
の
轉
化
、
徒
弟
の
減
少
■と

い
，5
現
象
が
出
て
、

し
が
じ
忘
傾
向
f

し

市

■

激
に
押
し
&
.め
ら
れ
る
.

L

は
辭
で
あ
る
。

：

み
る
。

, 

t 

.

.

.
 

•

.

 

と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
S

場
が
現
§

ょ
ぅ
な
性
格
を
如
つ
に
里
つ
た
の
は
意
圖
さ
暫
め
美
り
だ
I

で
あ
f
'
.
:

U

■

と
■

有

さ

德

笔

は

'な

ら

念

。一.

,
中
は
_

'
'项
市
邊
物
業
;#
も
真
造
種
目
み
轉
«
ぢ
痛
«
位
.て
、
"
:«
需
领
め
激
替
を
計
畫
ぉ
て
>
藥
 

が
零
細
で
あ
り
、：■

的
設
備
に
缺
け
て
い
る
こ
と
が
こ
か
切
替

た
過
還
遂
行
を
.

I

'し
^

.
政
俯
の
翦
に
；淒

鼠

こ9

一H

I

C
て
あ
る
。
と
ろ
が
後
に
な
つ
て
、
何
も
き
わ
ざ
製
：養

目

.
■

え
.な
く
て
も
、
靜

：の
■

だ
を
霧
が
そ
.の
ま
ま
：
.

」 

，
■

螌
|
と
な
1

_

_

へ
つ
赛
,

つ
，

.' 

J 
く
て
こ
S

拔
は
架
大
鐵H

所
の
下
請H

場
と
し
て
、
冷

物

と

は

請

の

警

機

械

豐

墓

重

造

鏡

■

和
.
|
:七：年
に
:'
'
-
. 

.は

.編

H

場
が
そQ

、

株
式
■

分
.を
.引
5

^

セ
：：.

_
議

術

'
■
つ
：■

つ

遷

_

靈
 

'讓

_

_

_

■

卷
機
f

:

:

^

で
あ
る
:■°こ
の
■

颔
は
M
.市
の
製
造
業
全
體
：馨

_
:
:
.一.'割
を
越
ギ
て
い
る
。
こ
の
.比
率
'如
ら
し
て
も
.、
こ
が
工
場
が
M
:冒

'
. 

I

及
ぼ
す
影
f

 
•過
少
視
す
き
I

P
 

J
い
.。
そ
Q

I
金
の
大
部
分
は
葉
外
か
ら
調
達
さ
れ
て
お
で
益
役
の
大
讯
が
设. 

一

I

地

?



,111

田
學
會
雜
誌
第
四
十
六
卷
第
五
號

' 

‘ 

. 

、
■

一. 
S
 

三
八
タ

.
.

,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

....
: 

' 

. 

. 

,

■
,

0

:人
^

阳
^

ぃ
.0
^

れ
#

地
»

的

性
^

の
1 -
炉
«

:̂
產

業

め: #
^

り
、
汽
革
通
勤
の
も
の
が
多
い
。
從
っ
て
观
業
員
も
砬
市
以
外
の
久
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
' .

:■
'
r

次
に
エ
.場
誘
致
.の
稀
な
例
と
し
て
主
に
モ
ン
午
丨
レ
ン
チ
を
作
っ
て
い
.る
工
場
を
擧
げ
る
こ
と
が
-̂
き
る
。
こ
のH

場

は

昭

，和

一

三
¥- 

.ぺ
匕
、
ベ
张
m:
f-
T

_

«
:0
:̂
i
.
g#:』

.
p て

：
資_
务
3:
0
萬
圓
.で
^

關
係
が
な
か
っ
た
。
こ
‘こ

の
製
品
は
比
較
的
單
純
な
も
.の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ヵ
ジ
が
策
も
苦
手
と
す
る
嚴
密
な
規
格
を
要
求
，さ
れ
て
い 

ー
る
。.へ
:%
6
«:
賣
_
备
ー
_

_

_

置̂
、_
れ
;̂
い
.各
_

_

を
通
0'
文
抒
_
^

•

l

m

A >
^ '

な
.

々

。
マ"

エ
.

程
_

幾

っ

か
© ;

部『
に

分

親

て

お

果

.要
と
し
な
い
。
從
業
貝
約
七
-0
人
の
ぅ
ち
、
相
當
數
が
こ
こ
で
も
汽
¥

で
通
勤
し
て
い
る
。
 

V
V
,
- 

:
;-
前
：述

-1
>

&
--
*
っ
に
扮
：
ぃ

丈
.ぼ

、̂
:
れ
^
が

經

營

生

腦

部

：に
^

市

ょ
っ
て
經
營
さ
れ
て
い
る
も
.の
が
幾
っ
か
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
，か
っ
て
の
小
規
模
1

營
か
ら
成
長
:1
>
て
き
尨
。
':
'
:
-风市
の
ー
主
た
る
商
1 

■エ
業
ゆ
金
物
業
货
數
る
.が
、
'-
'
:金
物
業
で
ば
或
程
度
翁
上
の
規
舊
^
經
營
ゆ
經
槐
的 

•

と
：す
る
_
押W

業
か
^
の
：動

：
に

馨

霞

為

に

^

.
生
產
の
癩
搣
似f

必
要f

 

.
'產
か
困
難
な
ら
し
む
杏
性
格
を
妒
っ
ヤ
い
气
製
品
自
饋
が
技
術
的
^
隹

ク

^
帔
的
坐
產
を
困
雛 

^
が
麥
截
#'
檨
.で
あ
る
た
め
.に

、
；
：
同

ニ

；
規

格

.
の

%:
の
'の

次

量

生

產

：
を

.不
 

;と
な
く
し
て
へ
は
、：'經
瞥
規
榄
を
：齋
太
し
ん
な
い
と
い
う
歌
愦
が
出
て
べ
る
;0
こ
の
ば
ぅ
な
:̂
職
^

品
、
*
程
此
の
精
密
他
ゼ
要
求
^

^
る
農
業
機
具
筹
が
選
擇
さ
れ
て
ド
る
？
ー.金
物
問
屋
.も
-
定
;'
'
0
;限
界
以
上
^
經
^

^
 

採
算
が
と
れ
な
く
な
る
。
*-
元
業
象
汰
犬
ぎ
<
な
各
ど
金
物
以
外
、の
領
梂
に
移
1
て
ぃ
<:
^
ぃ
ゎ
れ
て
：ぃ
る
。
實
は
か
が
る
移
行
な
;<
1

.

.
'
.
て

择
i

f

の

環

が

の

S

S

響

 ̂

•

.
.

て
も
近
代
化
の
'擔
瞥
者
が
出
て
きV

:

い
^
。
■

/
:し
ど
'へ
ど 

ッ

, 

:.、
■'

?
V
.
V
,

問
屋
制
度
が
事
實
.上
：の
勞
资
關
係
を
含
ん
で
5
る

と

い

？

こ̂
は
旣
に
指
摘
し
た
。
，し
か
む
.間
屋
制
度
.に
お
：い
.て
は
、/
:小

■■
'

‘：

.

式
的
I

商
®

f

 

I
ぁ
_

#

務
富
供
す
：る

嘌

V 

.に;%
ば
つ
;#
り

と

&

わ

れ

，る
.
.
.带
置
#
度
は
.こ
.
.の
ル
形
的
興
象
.»:
伴
わ
な
い
：
..
か
.ら
、
そ
こ
_

は̂
資
本
；か
ら
自
办
で
あ
る
と
.
.い.ぅ
^
影
が
胚
.

:
:

胎
し
、：：前
期
的
淺
滓
を
.滞
び
た
小
生
產
#
意
識
が
固
執
さ
れ
る
。

(

：
從

夺

て

努

資

：
の

對

立

を

直

視

す

：る

眼

は

曇

つ

：
て
：：
い

ざ

？

し

が

。
し

エ

場

攀

.

、 

つ
度
の
到
來
は
こ
：の
对
影
ぢ
消
务
各
せ
る
。:,
:-.
:
:
:へ：

;

■;
:
■

.

\
..
:
-
*
:
:1
:
場

：の
：
前

期

的

膨

階

卽

ち

^
1ー.：
チ

ダ

：
ァ
^
 ̂

;:

ぐ
■

練
を
要
求
オ
る
■

鰊
を
着
と
％

勞
_

|

.

 

^

 

ろ
：が
磯
械
I

I

ち
I

■■
■

:

の
.近

-:
^
化
と
.共
に
"(

仕
事
は
最
舉
熟
練
を
要
求
:1
>
な

ぐ

な

る

。
：
近

代

エ

薇

で

：は

勞

働

#
は
熟
練
も
い
ぅ
武
.器
あ
奪
わ
れ
.た
の
、に
反
.し
て
、
V 

: 

資
本
家
は
增
大
せ
谷
固
定
資
本
を
背
影
に
-̂
て
.そ
.の
ヵ
.を

酿

化

じ

、
て
：
い

る

。
：：
更

に

產

業

豫

備

箪

：

.の
#

#
ば

絕

ぇ

ず

珑

役
.め

勢

»

辑

:

-
-■•

. 
- 

- 

■ • * 

•
 

.

.

.
r

-
.
.
.
.
.
- 

- 

• 

. 

• 

. 

. 

. 

•
- 

• • 
. 

- 

. 

• 

• • 
-
• 

■ 

- 

•

. 

'を
脅
か
す
。
勞
働
素
は
M

ft
競

爭

場

裡

：
に
お

.い

.

H

ば
：:'
;%

:資
本
尤
對
-0
で
劣
菩
耙
を
地
.位
を
甘
愛
.せ
ざ
る
舍
£

な
.ぐ
な
名
::
°

僻
ん
的
抵
抗g

.

 

. V

 

; 

.

■

;無
办
を
廣
^

と
.同
晚
に
、へ.近
代
的
隙
級
驗
が
芽
坐
1
:た
.。̂

く
：て
# -
働
#
ぼ

• 

. 

. 

.

.

'

パ
'

.

'

'

'*ノ 

'

.

.

:
':

、，
.
.
.
. 

-、
； 
.
.
.
. 

. 

i
r
:
. 
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.

.

.

V.:
. 

、

■■
.ノ 

:

,

し
て
、
：■
結
の
力
を
以
て
證
抵
抗
す
る
ょ
ぅ
に
な
る
。

*
 

’ 

' 

■

-

>
:

.'
,

m
,t
{
t
.に
おf

て 
>」

-:
g

ょ
，
な
近
代
的
勞
働
翁
意
識
を
在
ぜ
.し
■め

る
'#
觀

的

基
 

.

-,

識

が

低

調1
ぁ

ざ
:0
:1
合

咚
^
各

勞
_

_
ど

じ

て

：办«;
刹

の

圭

張

批

；
不

活
.»
^
鉍

る
。
,;
::

 ̂

:

.
•'
:
:的
環
境
が
薏
識
の
近
代
化
を
阻
ル
.で
い
る
';
?
:
:
.
取
市
最
大
0
:エ
場
^ '
^
^

.

.

. 

. 

• 
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 ̂

■ 

• 

• 
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.

.

.
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：ヘ
ン
て'
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•

三
田
學
僉
雜
誌
胄
四
十
六

^

第

五

號

, 

.
、
一?

(

一
雷
0) 

.

■:
',
 

に
經
營
#

0.
諮
問
機
關
と
し
て
#

逆
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
協
歎
' #
に
- *
如
ず
る
^ -
御
れ
が
職
長
: *
巧
.あ
^

と
、
う

こ

と

は

,

.，
”

■
^
鐵
の
_
5
-
險̂
衆
じ
;̂
5
'
,
_グ1-
嚴
結
麻
各
れ
で
；
^
 ̂

i
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
M
市
は
資
本
に
と
つ
て
の
樂
天
地
で
あ
る
。
 

.

.

.

X

2
 

、
.

';
:
%
.述
^

^•
々
む
碰
#

ざ
牧
各
如
免
^

品
：の
實
^

^

.

所l
i

金
物
の
中
に
も
、
エ
重
產
が
此
較
狗
有
利
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
戶
&

S:
製

に
.

双
物
.は
後
救
^

.

愿
す
る
o'
そ
H

が
兩
#

の
い
づ
れ
で
あ
る
か
に
ょ
つ
て
、
.金
物
工
場
を
ニ
つ
に
分
類
し
う
る
。
第
一
.の
型
の
金
物
工
場
は
近
代
エ
摄 

に
近
い
性
格
を
も
ち
、
第
二
の
型
の
そ
れ
は
ヵ
ジ
に
近
い
性
格
を
も
つ
て
い
る
と
い
え
る
。
他
の
分
類
に
.つ
い
て
も
い
え
る
.が
、
こ
の
場
. 

/

合
に
も
い
づ
れ
に
嵐
す
か
判
定
の
困
雞
な
も
の
が
分
類
の
墙
界
線
に
お
い
て
は
苻
花
す
，る
パ
い
う
ま
で
も
な
>

こ
.と
、だ
が
''
-
'金
物
4

場
-0 

多
く
太
第
■一
 

の
型
の
も
の
，で
あ
り
、
.そ
こ
に
お
い
て
と
そ
^
場
生
產
が
多
く
の
成
媒
を
收
め
る
こ
之
が
で
き
る
、
霖
ー
の
|*
: 0
0:
寧
は
第
.

一
の
=1
の
も
の
に
叱
べ
れ
ボ
、’
そ
の
數
も
少
く
、
そ
の
規
模
も
小
さ
い
が
、
ヒ
れ
を
問
題
に
す
る
こ
と
- ^
ょ
づ
ー
て
放
金
物
勝
造
業
の
本
質
，
.

丫
し
べ
バ
：.
:
?ノ
,'
;

-'.
'
:
:
.
'

;:
;
:
擎

'-
.-
'
:-
•

■
.
.
-つ
;
'り
へ.
:;
:
.:-
:
;
'•'
■
:

へ
..
-,

.
.
'一ッ■;
:

->
ソ
，
：
.
V

〉

 ̂

■■
:

り.. 
'
..
.
'
'
.
ぃ.
：'.
/
:
'.
:.

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

’ 

* 

ニ
. 

.

.
金
物
工
場
の
歷
倒
的
多
數
は
マ
ニ
み
的
生
產
方
法
に
立
柳
じ
て
い
る
と
い
う
點
に
、
兩

當

i

性

が
--
:

窓̂

れ

る

。'
か
.
2

、德

に

：
 

前
述
の
近
代
工
場
ょ
り
も
小
規
模
で
あ
り
、
^

體
十
數
人
.乃
至
識
十
人
：4
從
業
澤
本
ょ
.つ

文

生

產

が

行

わ

れ

：て
：い

る

。

こ

こ

で

「

マ
へ
一
ュ 

的」

と
い
う
を
a

こ
：れ
ら
の
エ
言
お
い
て
機
械
の
使
用
が
金
く
缺
け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
.は
な
い
。
ヵ
_

作
業
場
棄
い
て
さ
'

-'
■

ん
簡
幕
な
も
の
■
.

あ
る
_

:
ー
機
械
0
蒞

雷

奮

也

養

食

繁

い

0
4 

.
そ
こV

.
' 

で
使
甲
さ
れ
-c
、
，
る

〗

機

地

が

、
そ

れ

に

|^
化
さ
れ
て
い
.る
固
定
資
本
0:
>1
|

み
.を
も
つ
て
、
力
#
 

=零
細
製
造
#
を
全
1@
1
.:
5
1
1
摩
伍
し
史
る
程

• N 
. 

. 

--- 

- 

- 

• •
• 

- •
 
- 

- .
 

. . 

• 

• 

.

.
-
.

の

强

度

の

力

：を

も

.つ
：

V

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
從
づ
て
-金
物
エ
塲
は
少
く
と
も
ヵ
ジ
と
め
競
爭
に
直
面
す
る
可
能
性
を
も
づ
セ
い
る
ァ
こ

.

.

.

.■ 
.
.
.
.
'
. 

V ; 

'.

, ...
 

; 

, 

、
 

. 

.

.

.

. .. .

. 

-

-

.■.

.
 

.

. 

.

■•
.
.
. 

.

. 

:.

■:
■

.*
-

:

.

.

.の
競
#
に
お£

る
雨
#
;©
:力
關
係
か
ら
b

て

、
，
金
物
盂
場
の
ハ
型
が
ー
ニ

‘づ
に
區
豐
れ
る
.の
'で
あ
る
。
.
'
:
r 

.
ん

' 

: 

.
•
>
-
.
、
 

; 

• 

•
: 

•
< 

' 

■ 

■ 

• 

< 

• 

• 

- 

- 

• 

•
' 

■ 

- 

- 

- 

•
•
•
•
•
•
• 

- 

. 

» 

.

.

一.

"
.第
一
；の
型
の
金
物
工
場
と
^
て
某
戶(

軍
本
場
を
み
て
^
 

機
械
及
び
組
.忠
の
：三
.っ
..Q

M造
部
門
か
ら
成
り
'立
っ
'

-

*
 

' 

. 

.
.
.
.

 

/
\ 

• 

• 

- 

3 

■ 

. 

• . .. 

\ .

.

.

.

.

.

 

t 

.
•

.て
お
り
、
^

、.
八
：〇
人
'の
：.從
業
員
を
：も
っ
て
い
る
。
鑄
物
部
門
は
^
練
を
必
要
と
す
る
が
、"
.そ
.の
他
..の
部
門
.は
.殆
ん
ど
單
.純
勞
働
で
摩
足
.

り
今
特
に
組
S

門
i

:
奮

子

，
霧

當

め
長
期
鋤
續
#
が
多
い
。：鑄
物
勞
働
教
に
は
：
-;
の
エ
.場
：で
の
最
高
給
料
が
與
え

.

.
\
 ゾ
 

• 

. 

.

.

. 

一
 

. 

. 

■ 

.

'ノ

; 

• 

- 

-

■

 

- 

I 

パ
、
 

' .
' 

I 

*

み
.
い
る
か
ら
、V
M者
'

Q

間
に
.顧
人
的
親
密
關
係
が
あ
る
。
こ
の
ょ
ぅ
に
.
L
て
基
幹
朝
勞
獨
力
の
據
保

:.は
槪
む
：て
單
純
戈
あ
々
、：̂

.#
價
格
牝
1

^
费

め

占

め

る

：取

率

が

非

常

に

大

き

：
い

';
0

經
|
^
1は
_

エ
費
の
高
れ
機
械
部
品
の
製
造
に
轉
換
. 

し
た
い
I
乾
を
も0::

て
.る
。
一
金
物
：

H

場

か

ら

近

代

へ

：.の
移
行
が
：̂
か
が
：わ
れ
>
の
は
減
^
は
左
^̂

慢
で
I

時

霄

：.：農
器
具
;:
1

滴

霞

。
：
_

::

二
®

:
は
为
ジ
，.に
ょ
っ
て
€-
生
產
さ
れ
る
。.
.打
が
：じ
：戶
車
ヵ
_
.は

供

給

：を

上

廻

る

需

要

に

^;
や

• 

- .■, 

. 

- 

- 

• 

.

•

 

- 

. 

- 

-

•:
.• 

... 

• 

• 

• 

,• 

ノ. 

.

.

.

ま

が

を

れ

る

，。

：

遒

常

：の

狀

態

で

は

戶

車

：ヵ
ジ
、
は

戶

車

エ

場

に

對

抗

し

£-
な

い

。
バ
戶̂
^

-

* 
. 

.

.

.
.•
,

.ン

••:

.

し：
.
..
.
. 

. 
. > 

.
'•
•

'

一
 

:

勝

ち

ぅ

る

と

い
3
點

で
.、

第
一.'一
の
型

§

金

物
..エ

場
.と

異

る

。'し

か
1

^
れ

は

炉

車

为

ジ

を

杀

领

的

^
排

除
^
え

な

い

と

：
い

ぅ

點

で

は

.、

.

.
近

代

エ

場

ど

區

別
.：驗

る

。
ハ
：
.
:-
:

^̂ 

'
.
_

..
'
'へ
-:
:

3

'
ぺ
第
一
：豪
の
金
物
エ
場
は
ヵ
ジ
と
.の
競
爭
に
耐
え
る
--
と
が
困
»
で
あ
る
。'
.
:從
.っ
.て

不

猊

の

場

合

：に
：
は

.;
>
^

*

の
か
.ジ
；へ.：の
轉
落
本：

い
ず
現
象
が
展
别
さ
如
る
可
能
性
が
あ
を
々
全
物H

戴
P

M

0

る
面
が
多
い
。
双
物
例
え
ば
雜
、
鉋
、
庖
丁
、
小
刀
等
に
は
所
！
1
名
エ
と
-稱
せ
ら
れ
る
も
の
が
現
花
で
も
胁
市
に
'い
る
。
'
多
少
の
機
«

.

ソ
:'
:議

'と
き
域
：_

:'
:
;,'
-
:
.
:
;:
-
:;
,
.
.:̂
, 

r

,

. 

J
'

,:
、
へ
：'
.
.
-'
.
.
.
'
4
.'
ニ
ギ
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.

.

.
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年
.
-
‘

'

.

.

.
-
.
'

■'
■
麻

を

以

て

し

て

も

、
，
双

物

製

迆

と

い

う

仕

部

が

ら

熟

練

の

介

入

を

排

除

す

る

こ

と

ば

で

き

な

い

パ

仕

寧

が

熟

練

を

要

求

す

る

ど

い

う

こ

と 

^

、

听

！

1

名

工

の

出

て

く

る

理

由

で

あ

る

- o
.

こ

、の

點

に

お

い

て

双

物
.

は

戶

車.

と

異
.

つ

た

性

格

を

も

つ

•て

い
る
。
M

rf
J

必
:*

物
^

造
^

は̂

"た
氣
械
よ
り
熟
練
の
方
が
火
き
な
發
言
權
を
も
つ
て
い
る
よ
う
、だ
。
從
つ
て
双
物
エ
-̂
-
が
双
物
ヵ
ジ
に
加
え
る
壓
カ
安
そ
う
4
<
く
評
價
才
'
 

る
の
は
危
險
で
あ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
双
物
ヵ
ジ
が
'̂
物
X
場
に
壓
カ
を
;*
0
え
て
い
る
^
み
る
こ
と
さ
上
で
.き
.る
。
双
物
：エ
場
⑷
困
與
は
‘ 

對
外
的
な
面
卽
ち
双
物
ヵ
ジ
と
の
關
係
に
お
い
ズ
0:
:
灰
生
ず
方
の
策
は
な
：̂
ボ
A
れ
就
對C

的

钇
,%〕

つ
.

網̂
難
な
問
題
を
灣
つ
^

い 

.■备
。
ゼ
物
ヵ
え
ケ
规
物
エ
鶴
對
す
る
»
桷
カ
か
ら
み
$

と
で
は
な
い
。
彼
ら
が
燃
練
を
以
て
資
本
S

说
し
う
る
と
ず
こ
と
、• 

M

^

M

b

,
.
K 

.
'的
勞P

蕾

は

_

異
ー
.つ
.た
性
樹
=

職
人
氣
質
を
附
#

卷

い

秀
 ̂

こ
の
よ
う
な
職
.

..

、
^
^
.袼
を
も
^
勞
働
者
■̂
自
分
の
手
に
確
厥
す
る
-
上
の
困
難
^
あ

-̂
パ
戶
車
士
場
セ
t
熟
^

勞
働
;.
#
が
い
る
。
'
'し
か
-1
>
そ
の
熟
練
勞 

^

#'
-
に
^
つ
^
は
、
:-
•■卧
•̂
0«
機
會
が
相
對
的
.
：少

-"
0
.し
か
%-
讀
6
の

.1
(
ガ
多
'<
は
％

い
；
か̂.
、
^

の

工

場

の

經

營

教

が

給

料

等

の

面

に 

.お
い
て
彼
ら
に
特
別
の
配
慮
を
か
す
と
と
が
で
き
る
-:
0
:-
'
:
、
；--
- 

，
一. 

：： 1
>

 

.へ
'
'

.
へ〕

:,. 

>
:第

ニ

型

：
の
.例
と
：.じ
て)

擧
げ
叙
.双
物
.は
埒
金
物
の
^

.i

表
示
す
る
も
の
ゼ
あ
る
と
い
ゲ
G
と
が
强
調
さ
れ
な
く
て
は
な
:̂

ぬ
-0

M
金
物
，の)

性
格
は」

双
物
に
お
，
い
て
.集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
V 

.

.レ
。V

双
物A

J

い■
s

i
©

型
'梦

ジ

を
U

て
9
氣
生
產
ぬ
對
し
て
强

.莅
に
至
を
ま
で
泄
莅
せ
じ
め
て
い
ゐ
。
ぞ
じ
て
乙
の
前
期
的
乐
#
が

放

市

金

德

の

み

％

は

な

:<
:

'

そ

れ

を

主
 

特
育
な
社
會
的
色
彩
を
帶
び
さ
せ
て
い
^
'
"双

物

ゆ

金

物

製

造

繁

近

代

化

纪

赃

ん

で

、
：
、
^̂
会̂ 

:

役
割
を
果
1>
て
ぃ
：る
.。
ゼ
：れ
ま
'で
.航
沛
金
物
業
の
#;
色
セ
し
て
述
ィ
^

-

^1̂
^
0

 

> 

. 

'
'■
,
:

、

へ

：
^

,
;

機
械
化
に
依
存
：^
る
近
伐H

場
は
零
細
業
#
の
：儀
赞
を
本
^
能
'に
U
で
、.，■益
.々
延
び
る
傾
向
が
.あ

夸

：.：と
-̂

'.
:
規
徵
に
達
す
る
と
•»
'

.む
し
ろ
褎
匙
に
向
备
向
が
知
谷
。
：-'
:
が
く
し
て
夏
市
に
ま
い
て
フ
#

業
愚
：
0 :
人

以

土

〗

の

敗

物

エ

場

汰

皆

敏

に

.
近

，
ね

.例

外

的
.̂
梁
間
屋
.の
直
營
.工

場

で

：.
"
.
從

業

員

沍

ぬ

名

冬

い

ぅ

双

物

カ

場

V :
れ

弋

ぃ

：

る
:'
0

^

れ
：を

直

營

し

め

VV
.

る
|間

崖

は¥
市

：
の
：最

宍

 

v
.
.
-
-
.
-

. 

::
:
■■
と

；
の

エ

場

找

戰

時

冲

の

澌

產

禮

あ

或

へ

中

僩

商

人

ぬ

通

險

が 

れ
た
。
先
づ
こ
の
エ
場
.の
_

立
の
励
機
が
戰
瞭
統
制
と
い
づ
特
殊
な
狀
況
か
ら
出
て
き
た
象

紅

^

#

溥
な
^

^
的

^

^

立

脚

し
 

,
セ
.
.、.
と
の
エ
場
が
設
立
さ
れ
た
.の
で
は
.な

ぃ

ど
ぃ
ぅ
こ
と
を
念
頭
に
置
ゼ
か
く
で
ば
な
ら
ぬ
。〉

設
立
.
_こ
め
：1
:昆
於
そ
€>
尊
歸
方
泛
を
集 

め
で
|

づ
の
屋
敬
%

働
斡
的
地
位
に
あ
る
。
從
っ
、て
1?
1
]屋
が
そ
の
麻
馬
カ
.ジ
を
集
め
て
直
營
エ
場
を
設
立
す
る
と
い
ぅ
こ
と
.は
比
較
的
容
易
に
：：遂
行
さ
れ
た
°,
. 

'
•■
;
戦
時
*
は̂
：經
營
の
.遨
著
廣
.エ
：場
部
_
咚
«;
が
^

た
が
、談
後
梂
エ
爾
欽
規
模
髮
--
-
^

へ
へ
'

.

.

.

.
-

.
こ
の
エ
場
を
观
い
て
み
る
と
、
機
械
と
し
て
は
.ス
プ
リ
ン
.ダ
.'

< 

ン
，
マ
、

：グ

ク

イ

ン

ダ

ー

等

の

简

易

な

^
の
^

%
が
.に
ず
'ぎ
だ
.い
^

.
ら
はS

物
力
ジ
の
所
に
あ
る
も
の
と
略
同
じ
も
の
で
あ
る
。
た
、だ
目
立
つ
て
い
る
の
は
グ
ラ
イ
ン
、ダ—

に
被
覆
が
つ
.い
で
.
'い
^'
:

と

と

で

あ
 

.

る
。
力
ジ
の
と
こ
ろ
で
は
こ
の
被
薇
が
缺
け
て
い
る
。
.こ
れ
は
こ
の
.

H

場
が
勞
働
设
規
に
茲
づ
く
監
#
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
承
し
て
.い 

る

。

分

，業

は

確

に

カ

ジ

の

と

こ

•ろ
よ
り
進
ん
で
い
る
。
各
が
そ
の
專
門
的
仕
事
，を
分
搪
し
て
い
る
。

-L
、如
し
こ
の
分
業
に
よ
る
利
益
よ
り 

も
勞
働
決
規
の
制
約
に
よ
る
损
失
の
方
が
む
し
ろ
大
い
。
從
つ
て
こ
の
两
か
ら
し
て
カ
ジ
と
'の
纖
發
カ
を
減
殺
さ
九
て
い
る
。
そ
れ
に
も



ノ
："

滅
ら
ず
こ
^

H

場
紙
■
持

.

• 

- 

-
:

•■
•
.
•
.
.
. 

.. 

, 

. 

-
.
.
. 

-
'
'■
 

. 

V 

\

. 

-

.

.

.

.

 

■

-
.
 

;

理
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
•に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
理
山
だ
计
で
ほ
こ
の
維
持
の
现
由
を
說
明
し
_
す
こ
.と
は
で
き
な
'

::
'
'
-
’
：碳
0(

裾
來
が
關
係
_

ぢ
-1
<
:て
織
秦
節
從
^

^
办
.坐
葙
保
障
尨
對
知
て
本
ウ
^
^
^

，

ら
镇
敵
^
餐
^
て
^
め
ゼ
^ -
な
翻
^

い
が
^
^-
饭
徽
麻
外
©

^

撗
失
を
穴
裡
め
し
て
い
な
と
ぃ
う
の
が
赞
狀
に
-近
い
の
で
あ
ろ
.う
。
か
か
る
狀
態
で
あ
る
か
ら
、
|他
の
問
.屋

が

こ

办

に

做

：
つ

で

值

營

エ

，
場

.

.

*

.

.

、

•

•
 

■ 

• 

■ • 

.
•
.

り
-
.
,
-
-
‘

.
.

 

. 

. 

■

•
 

■
,

.

、

-
を
も
と
う
と
す
.̂

氣
配
ば
■な

い
o r 

V
. 

: 

. 

. 

'

: 
、.
, 
"

'

.
■

.
*
.
.
-;
.
-
•
•
■■
.. 

.
'
•

■■
. 

... 
:
 
-
 
.
 

.
■
.'
:■
i 

.
;
,
•

■■
: 

- 

- 

'

.-
■-■■
''

一
 

.... 

•
'

■■
■.■:
 

...

.

-

■■
. 

.
?
'
.
- 

: 

■

.•

.

.

.
' 

: 

. 

- 

V 

. :
-
/,
' 

-..
-

以
上
金
物
工
場
の
一
ー
つ
ゝ
の
型
に
つ
て
述
べ
た
。
次
に
叫
屋
之
の
關
係
に
戒
點
を
置
い
て
、
ヵ
ジ
と
比
較
し
て
■の

.#
;
物

工

場

の

典

通

的

.

先
づ
ヵ
ジ
に
お
い
て
は
、
製
品
が
そ
.の
韦
元
で
商
品
化
さ
れ
な
い
へ」

と
が
多
い
が
、
金
物
ユ
場
で
は
手
元
ヤ
商
品
化
が
売
成
し
て
い
る
；

,
•

と
い
う
阽
こ
法
目
し
な
く
て
は
な
b

ぬ
。
会
物
工
場
は
自
己
の
商
標
を
も
ち
、
そ
の
手
•元
•で
直
ち
に
販
賫
し
う
る
形
で
包
装
を
も
完
了
し
：

,

.

:
,x:
.製
品
^

出
荷
す
る
ャ
從
：.っ
て
消
貧
地
_

艰
引
先
安
見
此
す
.
-と
.が
^

彰

先

吁

義

"'
^
 ̂

.

.

f

能
で
あ

る

。
こ
の
業
f

殆
ん
ど
が
從
來
の
•ヵ
ジ
の
豐

で

あ

り

、1

の
經
驗
か
ら
し
て
問
屋
來
反
1

の
感
情
難
っ
て
い
I

::

:

〔

：篇

|

漏

暴

經

猜

利

f

ぢ
し
1:
證

販

f

1.
:

な

げ

れ

ボ

な

ら

な

：い
：
上

以

て

も

ァ

>
^:
の
.差

額

は.問

屋

办

利

潤

ょ

ヵ

.少

：い
‘

)
の

が

廣

通

で

あ

号

 

.

, 

.

.

'

..
.

.

.

.

.

.

•
 

• 

•
• 

• 

: 

へ
-

.

.

.

.
.,
' 

.

.

.
 

.

-
•

.?
'

'
*vv
る
が
、
.
こ
の
場
含
製
造
業
者
が
直
接
に
、名
歡
如
版
じ
’、

惯
格
を
表
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
問
屋
に
對
す
る
製
造
業
#
.
の
力
が
滑
大
し
て 

■:
.

::
き
炙
い
る
^
之
ぎ
ボ
す
：;°
’こ
0'
見
本
市
>
通
苁
て
消
費
沸
問
^

K
接
取
引
を
す
る
製
'
:
: 

一)

造
業
#

1
通

常

.金

物

士

氣

的

規

横

の

も

の

#

お
^'
。
.-；
の

相̂

方

と
^
る

瑕

費■
問

屋

は

比

.
；
^

大

き

^
も
ー
の"で
-̂

り
、
こ
の
問
屋
は
-
M

へ
.':
,
:間
屋
に
と
つ
て
も
上
顧
咨
で
あ
る
。
M
問
屋
は
見
本
を
携
免
て
、
絕
え
ず
行
蔽
1>
て
#'
,<
,か
^

>
大
じ
て
見
本
帘
を
必
要
と
し
な
；い
。
見

■ 

■ 

'パ：--
. 

' 

. 

■ 

; 

' .

■

V
.ン.；.

.
.
.
.

.'
■. 

- 

. 

- 

... 

-

-

■.
: 

.. 
, 

- 

.

.:

本
市
は
M
問
屋
に
と
つ
て
む
し
ろ
迷
惑
#
あ
る
。
し
か
1>
:
地
元
物
產
の
絡
介
と
い
ぅ
大
義
名
分
が
'あ
る
.か
ら
、.：：表
面
が
&
.反

對

す

：る

譯

：に

■

は
'
.
V
:
カ
ー
な̂
>-;
°

. 

- 

• 

: 

-
、
：-- 

■ 

■ 

; 

ン

- 

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

、
 

■ 

• 
- 

- 

■ 
 ̂

- 

■ 

• 

■ 

■ 

. 

*.

.
 

.

.

::

こ(

の
.よ
：ぅ

粒

金

物

エ

場

は

地

元

問

屋

.か
ら
離
^

3
ど
食
女
傾
府
が
も
る
：.ぬ
み
妒
ら
ず
、̂
軋

屋

：之

製

邋

業
#.
:
と

の

關

係

艮

從

來

ど

は

異 

.っ
；
た
：型

を

打

出

茗

に

.暴

漢

#

I

•
 

• 

• 

- 

- 

* 

• 

: 

- 

- 

- 

- 

- 

V
 

• 

• 

: 

• 

. 

. 

.

.ー
メ.
.
- 

•
• •
 

-

丨
.
 

.

.

. 

.
■
- 

.

:に
.對
し
.て
.
>
.逆
に
後
#
が
前
脊
に
從
嵐
す
る
と
.い
ぅ
型
が
»
て
ぎ
て
.い
る
.。'
金
物
エ
.場

：
の

中

に

、
は

プ

^

の

時

代

の

蓄

積

ぬ

：
よ

.づ

て

.資

金 

,.
的
：に
も
庫
^
れ
て
ぎ
て
お
り
、
-'
:'
'か
.っ

金

融

機

關

が
^

の
借
入
、の
道
&

:
か
れ
:̂
^
^

-.
,
.め
後
拂
で
製
品
.を
|»
屋
に
.賣
渡
す
餘
裕
を
4
.
9 

か
.く
て
.

「

賣

子

的

問

屋

」

：.と
，1'
\
>
新
型
へ
の
間
屋
が
成
立
す
る
'-
°
\;
こ
れ
に
^̂ ̂

.ー
ブ
は
後
で
問
屋
め
^
こ
务
で
ふ
紀
表
-:
'

,

■:
■
■:■へ：へ 
v

:

• 

,
:ハヾ
一'
¥市

;;
^
勞
纖
歃
办
寶
銀
特
ゆ
金
物
.エ
場
：の
_
れ
は
低
：い
;°
金

物

エ

場

：の

賃

酿

は

全

_
的
水
準
か
10
:
み
て
低
心 

,
'
.

■

準

加

ち

み

で

も

敗

：い
。
、

'
M
市

の
.給

與&

得

の
:*
蘇

は

：
七-'
'
灰

V 

■ 

ぐ
■ 
■.'
■-
-
.
.
-
.
-
.
'

.

.，.
'ニ
.
,
:
.
.
.
.

——

'

.

■

'一.. 

,
*■
'.
.
.
.
■ 

-
.
.
■■
、
 

.

.

.

.

り
：、一
次
い
ヤ
國
家
公
猶
晨
め
ニ
.萬
五
瓦
圓
：、：

)

地
方
公
務
員
の
光
千
五
瓦
圓
近
.代
0:
場
の
.九
€

:
.-'
-..
で
ゆT.

人
前
^
男
子
^

日
給
一
'
:

M
Q

圓
乃
裏

.
'

位
：で
I

。：；.金
物W

場
で
も
特
鍊
氣
練
勞
働
矜
は
勿
論
と
の
金
額
を
越
え
'る

が

、
：
：：

.そ
0.
金
額
は
そ
ぅ
大
く
は
な
ら
您
い
::
0
:例
ぇ
ば
前
述
：
 

の
戸
車H

場
め
讀
物
部
門
^
檐

腐

龙

る

熱

練

勞

纖

宥

は

：九

：千

圓

尨

あ

■.
.一.

.

■'■'
:■:
.
 

-:■
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.

.

.

.

. 

V-
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'
.■■
.
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ン,:
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五
年
八
月

.か

ら

同-'
.
ニ

ハ

举

七

月

に

直

玄

-
. 

' 

-
- 

• -V . 

I 

- 

- 

.
*

•-»
.

-

‘ 

- 

- 

• 

.

.
%
. 

-
-

製

造

業

で

は

四

m

で
あ
る
。

、

、

、

:
 

' 

-

.
、

； 

:

,'
;
;

'

:;
c

. 

. 

V
. 

.

パ

：

”
.

v
/
r
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一
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与



紙
四
■
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j
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五
紙
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一
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, 
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'
 

f

■■
V
:、
金

物

謝

迆

業
_

夬
部
^ -
ル
零
_

規

模

赢

謂
: |
;

.(

番

馨

: ^

电が
#
:

及
す
る
と
共
に
、
經
營
規
横
が
多
少
と
も
大
く
な
つ
，て
き
た
9
こ
の
變
化
は
.昭

釉

秘

霖

象

次

©.
，
|

^

領
1
菜

急

速

，
' 

に
池
行
し
た
。
昭
和
八
年
に
は
礙
造
業
矜
の
一
四
ズ
が
笟
動
機
を
使
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
が
、
現
在
'で
は
そ
の
釣
六
0

^
が
.こ
へ 

.れ
を
史
^
し
て
、

v

る

-0
こ
枚
と
'並
行
.じ
て
.ス
プ
ッ
ン
グ
ハ
ン
す
、
、グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
攀
の
眷
易
な
機
械
が
傲
用
せ
ら
极
る
ょ
"5
に
^
つ
て
#'

\-
--、

. 

... 

- 

. 

ノ■
•.:

.'.-'*

'■
-

,

.
■

:

.

.
ン
-
'
-■'•
■'■:
,パ
'.
:
.
.パ，
:.

パ
'
'へ-

-

.. 

.

^

;̂
:

れ
U

*J
;
:

つ
：：

て
勞
働
生
產
X
は
.ロ

羅

に

咣

ヴ

.で

は

倍

加

す

る

 

v

:

、

■■

.

終
■

«:
-
後
の
に
お
い
て
、
力
ジ
は
わ
が
世
を
謳
歌
し
え
た
が
、

'間
%:
な

く
: «
つ
て
き
た
不
德
清
を
困
證
狀
況
|

い
た
.
. 

經
哺
# 7
か
不
鮮
か
抵
衡
力
の
弱
い
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く
る
。
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融
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が

、
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れ
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械
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猶
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。
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-:
^
忆
零
:&
1
-*
^
の
：.が

い
^

痴

で
.%
あ
る
フ
.古
い
針
金
を
涎
ば
し
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タ
て
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；
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；：問

遅

淛

度

'は

解

體

の

：傾

询

を

她

兄

^
^ ̂

.

. 

は

外

的.に
.は
*

顆

エ

璩

ゆ

あ

つ

允

壓

廹

貧

れ

灸

と

同

時

繁

へ

內

的

 

. 

^
れ
て
;'
:
>從
來
の
ょ
ぅ
な
支
配
カ
を
振
ぅ
こ
'
_と
が
困
難
と
.な
.つ
て
く
る
。
.
.
'
.
;
.
, 

.

.

.

.

■-
•

(?
|
]遍

,0
;弱
«
化
啥
端
的
;-
1
:ホ
ず
の
馬
_

子
的
§

屋
办
敗
現
で
：あ

.戰

莬

办

尨

M
市
に
^

地
.が
^
勿

注

焚

玉

直

狻
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薇
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あ
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開
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だ
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っ
て
と
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光
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開
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れ
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械
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反
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ぶ
に
お
け
る
製
造
業
救
の
雲
雞
と
他
方
に
お
け
る
問
屋
數
の
減
少
は
、
問
嵐
に
街
利
な
釋
を
作
り
出
す
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つ
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力
な
開
屋
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勝
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針
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勢

力
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逆
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ひ
逆
轉
せ
し
め
る
か
に
も
み
ち
れ
な
い
'こ
と
は
な
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。
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榄
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科
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え
る
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し
か
し
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く
み
る
と
、
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こ
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：

逆
轉
の
過
I

’通
つ
て
さ
え
、
戦
後
の
S

は
以
前
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も
の
と
は
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つ
て
い
る
。•
昭

和

三

、
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珙
祚
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M
歡
は
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〇
笫
程
度
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加
し
て
お
り
、
同
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間
に
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け
る
製
造
業
矜
數
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率
一
一
、
三
〇
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と
：枕
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だ
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な
り
の
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開
き
が
あ
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質
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て
も
、
•强
固
I

I
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つ
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。
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壞
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